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はじめに  

 

 テ レ ビ ドラ マ や 小 説の 中 に、「社 会 派」作品 と 呼 ばれ る も の があ る 。多

くの 人 は、「社 会 派」と聞 い た だけ で、作 品の 雰 囲 気を 思 い 浮 かべ る こ と

がで き る だろ う 。 重 厚で 骨 太 。暗 い 、 と いう イ メ ージ を 抱 く 人も い るだ

ろう か 。 では 、「『 社 会派 』 と いう 言 葉 を 定義 し て くだ さ い 」 と言 わ れた

らど う だ ろう 。 作 品 のイ メ ー ジは 沸 く の に、 定 義 とな る と 難 しい 。 そう

感じ る 人 がほ と ん ど では な い だろ う か 。  

 多 く の 人が 「 社 会 派」 と い う言 葉 を 知 り、 そ の 雰囲 気 を イ メー ジ でき

るに も 関 わら ず 、 私 たち は 社 会派 作 品 の 実態 を よ く知 ら な い 。「 社 会派」

とい う 言 葉を 掲 載 し てい る 国 語辞 典 は 、2021 年 12 月 17 日 現在『 デ ジタ

ル大 辞 泉 』 の み で あ るが 、 そ の定 義 も 「 現実 の 社 会問 題 に 重 きを 置 く傾

向。 ま た 、そ の よ う な人 。」 (1)と 曖 昧 で ある 。 歴 史を 振 り 返 れば 、 様々

な社 会 派 作品 が 存 在 し、 し か も、 そ こ に は明 確 な 特徴 が あ っ たに も かか

わら ず 、 であ る 。  

 で は 、 社会 派 作 品 には ど の よう な も の があ り 、 それ は ど の よう な 特徴

を持 っ て いた の だ ろ うか 。 ま た、 そ の よ うな 特 徴 が生 ま れ た のは 、 なぜ

だっ た の だろ う か 。 本稿 は 、 この よ う な 事が ら に つい て 明 ら かに す るこ

とを 目 的 とし て い る 。  

 社 会 派 作品 に は 、 映画 ・ 劇 ・写 真 ・ ド ラマ ・ 小 説等 、 様 々 なジ ャ ンル

のも の が ある が 、本 稿で は 、小 説と ド ラ マに 焦 点 を当 て る 。具体 的 に は、

1930 年 代と 1960 年 代頃 の 社 会派 文 学 、そし て 、 1970 年代・ 2020 年 代の

社会 派 ド ラマ に つ い て考 察 し てい く 。  

 明 ら か にし た い の は、 テ レ ビ進 出 (ド ラマ 化 )を き っ かけ に 、 社 会 派作

品は 大 き く変 容 し た とい う こ とだ 。 文 学 にお け る 社会 派 作 品 と、 ド ラマ
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にお け る 社会 派 作 品 は、そ の 性質 を 大 き く異 に し てい る 。1930 年 代、1960

年代 頃 の 文学 作 品 か ら導 き 出 され る 社 会 派作 品 の 特徴 と は、「 入念 な 下調

べを も と に創 ら れ た 、社 会 の中 の 弱 者に 焦点 を 当 てる リ ア リ ズム の 文 学」

であ る と いう こ と で ある 。 一 方、 1970 年代 頃 か らの 社 会 派 ドラ マ に は、

「社 会 の 中の 弱 者 を 描い て い る」また は 、「社 会 問 題を 扱 っ てい る 」程 度

の共 通 点 しか 見 出 せ なく な っ た。 そ し て 、現 代 に おい て は 、 誰か が 《社

会問 題 に 重き を 置 く 傾向 》 の ある 作 品 と 見な せ ば 、ど ん な 作 品で も 社会

派作 品 と 呼ば れ る よ うに な っ てい る 。 テ レビ 進 出 を機 に 、「 社会 派 」 は、

ジャ ン ル から 、 作 品 の雰 囲 気 やイ メ ー ジ を伝 え る 言葉 に ま で 変化 し たの

だ 。  

 本 稿 で は、新聞 を 基礎 資 料 とし て 考 察 を進 め て いる 。『 読 売新 聞 』に お

いて 、「社 会 派 」と いう 言 葉 がい つ・ど のく ら い 使わ れ た の か 、ど ん な語

の一 部 と して 多 く 用 いら れ て いた の か を もと に 、 扱う 時 代 や 考察 対 象を

選定 し た。『 朝日 新 聞 』や『 毎日 新 聞』も 、もち ろ ん 参考 に し て はい る が、

特に『 読 売 新聞 』を 中心 と し てい る の は 、「 社 会派 」と い う 言葉 が 用 いら

れ始 め た のが 3 紙 の 中で 最 も 早く 、 か つ 、現 在 ま で継 続 的 に 用い ら れて

いる か ら であ る 。  

また 、社 会 派小 説 の 流れ を 追 うの で は な く 、1960 年代 以 降は 社会 派 ド

ラ マ へ 考 察対 象 を 変 えて い る のは 、 こ の 時代 か ら 、余 暇 に テ レビ を 楽し

む人 が 増 えた か ら で ある 。 各 時代 に お い て、 多 く の人 に 影 響 を及 ぼ して

いる メ デ ィア の 中 で の社 会 派 作品 を 追 っ てい く こ とで 、 そ れ ぞれ の 時代

にお け る 社会 派 作 品 の実 態 や 、通 史 的 に 見た 時 の 変化 を 捉 え やす く なる

と考 え た 。  

ここ か ら は、次 の 通 り論 考 を 進め て い く 。まず 、第 1 章 で は 、 1930 年

代の 一 時 期 に 隆 盛 し た「 新 社 会派 文 学 」 の特 徴 と 時代 と の 関 係性 に つい
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て考 察 し てい く 。続 く第 2 章 では 、松本 清張 の 社 会派 推 理 小 説の 特 徴 と、

1960 年 代と い う 時 代と の 関 係性 に つ い て述 べ て いく 。清 張 の社 会 派 推理

小説 は 量 が膨 大 な た め 、「 代 表作 」と 呼 ば れる 4 作 品に 対 象 を 絞っ て 探求

して い る 。第 3 章 で は 、 そ の 清張 ・ 社 会 派推 理 小 説が テ レ ビ 進出 に 成功

した 理 由 につ い て 触 れた 後 、 1970 年代 の社 会 派 ドラ マ の 特 徴を 概 観 し、

社会 派 小 説か ら 特 徴 が大 き く 変化 し た の はな ぜ か 考察 す る 。 最後 の 第 4

章で は 、2020 年 代 の 社会 派 ド ラマ の 現 状 に簡 単 に 触れ 、社 会 派作 品 の今

後に つ い て展 望 し て いく 。  

 で は 、 早速 、 論 考 を始 め て 行こ う 。  

 

第 1 章  新社会派文学と 1930 年代  

第 1 節  二つの「 新社会派文 学」  

 

(図 表 1)は、『 読 売 新 聞 』の記 事 に おい て「 社 会派 」と い う言 葉が い つ・

どの く ら い使 わ れ た かを 示 し たも の で あ る。 年 代 によ っ て 使 用さ れ る頻

度に 差 が あり 、 最 初 のピ ー クは 1930 年 代に あ る こと が わ か る。 そ れ も、

1910 年 代 ・ 20 年 代 には 全 く 使わ れ て こ なか っ た この 言 葉 が 、 1930 年代

に急 に 多 用さ れ る よ うに な っ た一 方 、 そ の 後 20 年間 は ほ と んど 使 われ

てい な い とい う 特 異 な変 化 を 示し て い る 。  

 実 は 、使 用回 数 が ピー ク を 迎え て い た 1930 年 代 、この「 社会 派 」と い

う言 葉 は、ほ とん ど 一つ の 語 の一 部 と し て用 い ら れて い た。それ が 、「 新

社会 派
、、 、

文 学 」だ 。つ まり 、 1930 年 代 の「 社会 派 」使 用 の急 増 は 、新社 会

派文 学 の 登場 と 隆 盛 を、 そ の 後の 使 用 回 数の 激 減 は、 新 社 会 派文 学 の消

滅を 意 味 して い る 。  

 突 如 と して 現 れ 、 忽然 と 姿 を消 し た 新 社会 派 文 学。 そ れ は 、ど の よう

なも の だ った の だ ろ うか 。  
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(図 表 1) 

※ キ リ ス ト 教 や 政 党 の 一 派 と し て の 「 社 会 派 」 は 集 計 対 象 と し て い な い 。  

※ 2020 年 代 に つ い て は 、 本 稿 執 筆 時 点 で 途 中 の た め 、 記 載 し て い な い 。  

 

新社 会 派 文学 は 、1931 年 の 年末 、浅 原六 朗と 久 野 豊彦 に よ っ て提 唱 さ

れた 文 学 であ る 。 だ が、 そ の 実態 を 一 口 に述 べ る こと は で き ない 。 なぜ

なら 、古俣 裕 介 が言 うよ う に、「新 社 会 派 文学 は 、イ デ オ ロギ ーも 持 た ず、

確固 た る 理論 の な い まま に 、 ある い は 、 それ 等 を 漸次 構 築 し て行 く 為に

提唱 さ れ た文 学」(2)だ っ たか ら で ある 。た だ、提 唱者 は 全 く理 論 な しに

「新 社 会 派文 学 」 の 樹立 を 主 張し た わ け では な か った 。  

浅原 六 朗 は、 新 社 会 派文 学 の 理論 と し て 「単 独 個 人を 否 定 し て、 社会

個人 を 、或 ひ は環 境 個人 を 主 張」(3)す るこ と を 挙げ て い る 。前 出 の古 俣

によ る と、こ れは「 社会 生 活 者と し て の 人間 を 描 く」(4)こ とで あ る とい

う。 平 た く言 え ば 、 政治 や 経 済の 状 況 、 会社 の 人 間関 係 な ど に強 く 影響

され な が ら生 き て い る存 在 と して 人 間 を 描い て い こう 、 と い うコ ン セプ

トだ っ た と言 え る 。  
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また 、 も う一 人 の 提 唱者 で あ る久 野 は 、 次の よ う に述 べ て い る。  

 

 今 後 、 新社 会 派 は 、よ り 社 会的 に 文 学 的飛 躍 を 試み る で あ らう 。 従つ

て 、文 学 宣 言の 中 に も或 い は 、失業 、商 業の 不 振 、及び そ れ 等に 伴 随 す

る 害 悪 の 全 問 題 を 有 効 に 解 決 す る プ ラ ン さ へ も 提 示 す る に い た る か も

しれ な い (以 下 略 )(引用 者 注 -漢 字 を新 字体 に 改 めた 。 ) (5) 

 

文中 の 「 文学 宣 言 」 とは 、 お そら く 「 作 品の 内 容 」く ら い の 意味 であ

ろう 。 浅 原は 全 く 言 及し て い なか っ た が 、ど う や ら久 野 は 、 失業 ・ 商業

不振 、ある い は それ らに 伴 っ て起 こ る「 全問 題 を 有効 に 解 決 する プ ラ ン」

など と い う、 壮 大 な 計画 を 発 表し て い く 場と し て 「新 社 会 派 文学 」 を想

定し て い たら し い 。 久野 は 作 家で あ る と 共に 経 済 学者 で も あ った た め、

経済 問 題 を解 決 す る プラ ン を 考案 で き て も何 ら 不 思議 で は な いが 、 それ

を文 学 作 品の 中 で 提 示し て い こう と し て いた と い うの は 、 な かな か ユニ

ーク で は ない だ ろ う か。  

 こ こ で 気に な る の は、 浅 原 と久 野 の 足 並み の 揃 わな さ だ 。 世情 に 左右

され る 存 在と し て の 人を 描 こ うと し て い た浅 原 。 そし て 、 経 済的 な 問題

を解 決 す る案 を 提 示 する と い う全 く 方 向 性の 違 う 望み を 抱 い てい た 久 野。

二人 の 言 説が 重 な ら ない た め に、「 新 社 会派 文 学 」の 全体 像 が見 え て こな

い 。  

で は 、 新 社 会 派 文 学 と は 、 実 際 に ど の よ う な も の だ っ た の だ ろ う か 。

先行 研 究 と、 具 体 的 な作 品 を もと に 考 え てみ た い 。  

 

 

 



6 

 

第 2 節  浅原六朗 の「新社会 派」小 説  

 

 こ こ で は、 新 社 会 派文 学 の 提唱 者 の 一 人・ 浅 原 六朗 の 小 説 の特 徴 につ

いて 考 え てい く 。 前 出の 古 俣 は、 浅 原 の 「新 社 会 派」 小 説 の 特徴 を 次の

よう に ま とめ て い る 。  

 

 浅 原 の 新社 会 派 小 説の 特 色 は、 社 会 の 一角 に 細 々と 生 活 す る一 個 の家

庭の 悲 哀 、又 は 薄 給 の核 家 族 の憂 愁 、 あ るい は 一 人の 男 の 孤 独と い

った も の を通 し て 、 人生 に 横 たわ る 様 々 な苦 悩 を 表出 す る こ とに あ

る。 そ れ は、 社 会 生 活者 ― ― 特に サ ラ リ ーマ ン ― ―の 生 活 の 悲惨 さ

であ り 、 苦悩 で あ る 。 (6) 

 

 つ ま り 、浅 原 の 新 社会 派 小 説の 特 徴 と は、 サ ラ リー マ ン 男 性の 「 私」

の部 分 を 描く こ と で 、彼 ら の 様々 な 苦 悩 を表 す こ とに あ る の だと 言 うの

であ る 。  

 た し か に、 古 俣 が 分析 し た 「或 る 自 殺 階級 者 」 や「 生 存 の アス ペ ク

ト 」 (7)と い っ た作 品で は 、 主要 登 場 人 物で あ る 男性 サ ラ リ ーマ ン が 、

失業 の 危 機、 薄 給 、 浮気 な ど の理 由 か ら 、プ ラ イ ベー ト の 場 で苦 悩 して

いる 様 子 が描 か れ て いる 。 た だ、 こ の 主 張で は 、「 浅 原 の新 社会 派 小 説

＝サ ラ リ ーマ ン 小 説 」と い う 誤解 を 招 き かね な い 。そ こ で 、 古俣 の 主張

を次 の よ うに 言 い 換 え、 浅 原 の新 社 会 派 小説 の 実 態を よ り 明 確に し てみ

たい 。  

 す な わ ち、 浅 原 の 新社 会 派 小説 と は 、 不況 を き っか け に 、 急激 に 社会

的 地 位 を 失く し て し まっ た 高 学歴 サ ラ リ ーマ ン 男 性の 「 生 き づら さ 」

を、 仕 事 と家 庭 生 活 とい う 二 つの 面 か ら 描い た 小 説だ っ た の であ る 。で
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は、 な ぜ そう 言 う こ とが で き るの か 。 以 下で 説 明 して い く 。  

「或 る 自 殺階 級 者 」 や「 生 存 のア ス ペ ク ト」 に は 、三 つ の 特 徴が あ

る。 一 つ 目は 、 主 要 登場 人 物 が家 庭 持 ち の高 学 歴 サラ リ ー マ ン男 性 であ

ると い う こと 。 二 つ 目は 、 彼 らが 、 精 力 を尽 く し て働 い て い るに も 関わ

らず 、 給 料が 少 な い こと に 不 満を 感 じ て いる こ と 。そ し て 三 つ目 は 、妻

の妊 娠 を きっ か け に 、自 殺 や 辞職 と い っ た自 己 破 滅的 な 選 択 をし て しま

うと い う 展開 に な っ てい る こ とで あ る 。  

 で は 、 これ ら の 特 徴が 見 ら れる の は な ぜな の だ ろう か 。 す なわ ち 、主

要登 場 人 物と し て 、 家庭 持 ち の高 学 歴 サ ラリ ー マ ン男 性 が 選 ばれ た のは

どう し て だっ た の か 。な ぜ 、 彼ら は 一 様 に薄 給 を 嘆か な け れ ばな ら なか

った の か 。子 ど も が でき る と いう こ と が 、な ぜ 、 彼ら を 破 滅 的な 選 択に

向か わ せ てし ま う の か。 そ の 答え は 、 昭 和一 桁 台 とい う 時 代 の特 性 に求

める こ と がで き る 。  

 昭 和 一 桁台 と は 、 どん な 時 代だ っ た の か。 一 口 に言 っ て そ れは 、 不況

の時 代 で あっ た 。 1929(昭和 4)年 10 月 24 日 、い わ ゆる 「 暗 黒の 木 曜

日」 に 、 ニュ ー ヨ ー ク株 式 市 場の 株 価 が 大暴 落 し たこ と を き っか け とし

て、 世 界 中が 不 況 に 陥っ た 。 翌年 、 そ の 影響 が 日 本に も 波 及 し、「 昭和

恐慌 」 と 呼ば れ る 大 不況 に 陥 る。 倒 産 を 防ぐ た め 、企 業 や 工 場は 大 規模

なリ ス ト ラに 踏 み 切 った 。 隅 谷三 喜 男 は 、風 早 八 十二 に よ る 推測 を もと

に調 査 を 行い 、 1930 年 上期 末 の失 業 者 数を 約 300 万 人 と 推 定し て い る

(8)。 1930 年当 時 の 人口 が お よそ 6400 万人 だ っ たの で (9)、全 国 民 の約

21 人 に 1 人 も の 人 が、 こ の 時失 業 し て いた こ と にな る 。 こ うし た 状 況

の中 、 急 激に 社 会 的 地位 を 失 った 人 々 が いた 。 そ れが 、 高 学 歴サ ラ リー

マ ン 男 性 であ っ た 。 その 理 由 につ い て 、 隅谷 は 次 のよ う に 説 明し て い

る 。  
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 第 一 次 大戦 後 、 高 等教 育 が 拡大 さ れ 、 大正 末 年 以降 、 官 公 私立 の 大

学・ 高 専 を卒 業 し た イン テ リ たち が 多 数 社会 に 供 給さ れ た の に対

し、 関 東 大震 災 以 来 、景 気 の 動き は 思 わ しく 展 開 せず 、 と り わけ 、

金融 恐 慌 (引 用 者注 -1927 年 )か ら昭 和 恐 慌 (引 用者 注 -1932 年ま で )に

かけ て イ ンテ リ 失 業 者の 大 群 が出 現 す る こと に な り、 イ ン テ リの

「特 権 的 地位 」 が 大 きく 揺 ら いだ 。  (10) 

 

つま り 、 不況 に よ っ て減 少 し た知 識 人 の 《需 要 》 に対 し て 《 供給 》

が多 く な りす ぎ て し まっ た た め、《 需要 》に 見 合 うよ う に 人 員整 理 が な

され た 結 果、 失 業 者 が続 出 、 高学 歴 サ ラ リー マ ン 男性 の 社 会 的地 位 が大

きく 下 落 する こ と に なっ た 、 とい う の で ある 。  

 ま た 、 その 結 果 と して 、 彼 らは 就 職 難 や低 賃 金 とい う 、 さ らな る 災禍

に見 舞 わ れる こ と と なる 。 実 際に 、 こ の 頃の 大 学 ・専 門 学 校 の卒 業 生の

うち 、 約 4 割 か ら 5 割が 、 卒 業後 1 年 以 内に 就 職 が決 ま ら な いと い う状

況に 陥 っ てい た と い う記 録 が 残さ れ て い る (11)。 また 、 就 職 でき た とし

ても 、 今 度は 低 賃 金 とい う 問 題に 頭 を 悩 まさ な け れば な ら な かっ た 。大

宅壮 一 は 次の よ う に 述べ て い る。  

 

 不 景 気 の世 界 的 深 刻化 と 共 に、 賃 金 や 俸給 は 一 般に ま す 〱 低下 し てい

くば か り であ る 。 婦 女子 や 未 成年 者 ま で 働か せ な けれ ば 、 家 長の 収

入だ け で は家 計 を 維 持し て 行 くこ と が 出 来な い ば かり で な く 、家 長

の収 入 が 根こ そ ぎ 奪 はれ て 、 逆に 婦 女 子 や未 成 年 のそ れ に す がら ね

ばな ら な くな る 危 険 に、 絶 え ず暴 さ れ て ゐる と い ふ有 様 で あ る。 (引

用者 注 -漢 字 を 新字 体 に 改 め た。 ) (12) 
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 す な わ ち、 男 性 は 、自 分 の 収入 だ け で は一 家 を 養え な い ほ どの 低 賃金

で働 か さ れた 挙 句 、 常に 失 業 のリ ス ク に 晒さ れ て いる 状 況 に ある と いう

ので あ る 。  

 そ ん な 状況 に あ る 彼 ら に と って 、「子 ども が で きる 」 と い うこ と が 自

身 (や 家族 )の 破 滅 を 予感 さ せ る出 来 事 だ った と い うこ と は 、 想像 に 難く

ない 。 実 際に 、 大 宅 は次 の よ うに 述 べ て いる 。  

 

 以 上 の べた や う な 環境 と イ デオ ロ ギ ー の中 で 生 活し て ゐ る 人々 に とつ

て最 大 の 障碍 と な る もの は 、 いふ ま で も なく 子 供 の出 生 で あ る。 そ

れは 、 彼 等の 享 楽 生 活の 王 座 を占 め て ゐ る「 恋 愛 」や 「 結 婚 」か ら

著し く 享 楽量 を 滅 殺 する ば か りで な く 、 彼等 の 生 活そ の も の を根 底

から 覆 す もの で あ る 。 (引 用者 注 -漢 字 を 新字 体 に 改め た 。 ) (13) 

 

 経 済 的 に困 難 な 中 で暮 ら し てい た 当 時 の人 々 に とっ て 、「 子ど も が で

きる 」 と いう こ と は 生活 基 盤 を脅 か す 「 脅威 」 で あり 、 恋 愛 や結 婚 生活

を台 無 し にす る 出 来 事だ と 捉 えら れ て い たこ と が わか る 。 低 賃金 で 働か

され る ば かり で な く 、常 に 失 業の リ ス ク に脅 か さ れて い た 知 識層 の 人々

にと っ て 、 そ れ は な おさ ら の こと だ っ た だろ う 。  

 こ こ ま で述 べ て き たよ う な 「昭 和 一 桁 台」 と い う時 代 の 特 性は 、 浅原

の新 社 会 派小 説 の 特 徴と 深 く 関係 し て い ると 考 え られ る 。 つ まり 、 高学

歴サ ラ リ ーマ ン 男 性 が主 要 登 場人 物 と し て選 ば れ たの は 、 不 況を 特 徴と

する 「 昭 和一 桁 台 」 とい う 時 代に 入 っ て 急激 に 没 落し た 、 い わば 当 時の

社会 情 勢 の影 響 を 痛 烈に 受 け た人 々 だ っ たか ら で はな い だ ろ うか 。 ま

た、 彼 ら がと り わ け 「家 庭 持 ち」 で あ る よう に 描 かれ た の は 、そ の 方が
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経済 的 影 響を 受 け や すい か ら に違 い な い 。精 力 を 尽く し て 働 いて も 給料

が少 な い のは 、 当 時 の高 学 歴 サラ リ ー マ ンた ち に とっ て ま ぎ れの な い事

実で あ っ たし 、 そ ん な貧 弱 な 経済 基 盤 の 上で 暮 ら して い た ら 「子 ど もが

でき る 」 など と い う 出来 事 に 耐え ら れ な くな っ て しま う の も 無理 は な

い。 浅 原 の小 説 に あ るよ う に 、当 時 の 男 性が 自 殺 や辞 職 と い った 極 端な

選択 を し てい た か は 定か で は ない が 、 い かな る 理 由に よ っ て も堕 胎 が非

合法 だ っ た当 時 に あ って は 、 妻の 妊 娠 を 機に 男 性 が狂 っ て し まう 、 とい

うの は か なり リ ア リ ティ ー の ある 展 開 だ った に 違 いな い 。 浅 原が 描 い

た、 高 学 歴サ ラ リ ー マン 男 性 にと っ て の リア ル な 生活 。 そ れ は、 あ まり

に逃 げ 場 のな い 、 生 きづ ら い もの だ っ た 。  

 

第 3 節  久 野 豊 彦 の 「 新 社 会 派 」 小 説  

 

 前 節 で は、 新 社 会 派文 学 の 提唱 者 の 一 人で あ る 、浅 原 六 朗 の小 説 の特

徴と そ の 理由 に つ い て考 察 し てき た 。 本 節で は 、 新社 会 派 文 学の も う一

人の 提 唱 者で あ っ た 久野 豊 彦 の小 説 の 特 徴に つ い て考 え て い く。  

 中 村 三 春 (2012)が すで に 指 摘し て い る よう に 、 経済 学 者 で あっ た 久野

は、 研 究 して い た 経 済政 策 理 論・ ダ グ ラ スの 信 用 理論 を し ば しば 作 品に

援用 す る (14)。 こ れ は、 久 野 の小 説 の 一 つの 特 徴 だと 言 え る 。し か し、

新社 会 派 文学 の 実 践 とし て 書 かれ た 作 品 にも 同 じ こと が 言 え るか ど うか

は判 然 と しな い 。 そ こで 、 久 野の 新 社 会 派小 説 の 実態 を 、「 不景 気 と 失

業 」 (15)とい う 作 品 をも と に 考え て み た い。  

「不 景 気 と失 業 」 は 3 部 で 構成 さ れ て いる 。 第 1 部 で は 、 失業 者 ・

加田 が 同 じく イ ン テ リ失 業 者 であ る 伊 東 とと も に 、経 済 改 革 や不 景 気の

歴史 に つ いて 話 し 合 う。 し か し、 加 田 が 宿賃 を 踏 み倒 し 続 け てい た こと
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や、 伊 東 の恋 人 ・ 柳 子が 失 業 した こ と に より 、 加 田・ 伊 東 ・ 柳子 の 3 人

で街 を 出 るこ と に な る。 第 2 部で は 、 3 人が 南 葛 飾の 朝 鮮 人 村に 移 り 住

み、 粗 末 なバ ラ ッ ク 小屋 で 、 食う に 食 わ れぬ 悲 惨 な生 活 を 送 る。 だ が、

降雨 と 煤 煙に 悩 ま さ れ、 加 田 は伊 東 ・ 柳 子と は 別 々に こ の 街 を出 て いく

こと に な った 。 第 3 部で は 、 加田 が 、 救 世軍 (慈善 団 体 )が 運 営し て いる

粗末 な 船 上の 宿 で 過 ごす 。 そ して 、 主 に 農家 や 漁 師で あ っ た 地方 の 人々

が、 東 京 で失 業 者 に 身を や つ すま で の 身 の上 話 を 聞く 。 船 か ら降 り た加

田は 、 邸 宅の 門 前 に いる 大 き な洋 犬 の 横 に座 り 込 む。 加 田 の 今後 が 全く

示さ れ な いま ま 、 物 語は 幕 を 下ろ す 。  

 こ の 3 部の 中 で 、 最も 特 異 的な の は 第 1 部 だ ろう 。 と い うの は 、 リア

ルな 第 2 部・ 第 3 部 に対 し て 、第 1 部 は あま り に 不自 然 だ か らだ 。  

 第 1 部 の不 自 然 な 点の 一 つ 目は 、 す で に尾 崎 士 郎が 指 摘 し てい る よう

に (16)、 加田 が あ ま りに 失 業 者然 と し て いな い 点 だ。  

 加 田 は 失業 3 ヶ 月 目で 、 再 就職 先 が 決 まっ て い ない 。 無 収 入状 態 にあ

るの で 、 泊っ て い る 木賃 宿 の 宿賃 も 払 え てい な い し、 ろ く に 食事 も でき

てい な い 。に も か か わら ず 、 こつ こ つ と 失業 問 題 の名 著 を 読 み耽 っ てい

ると い う 。そ う し た 書物 を 読 んで い る う ちに 、 い い考 え が 浮 かん で 再就

職で き る かも し れ な い、 と 思 って い る ら しい 。 そ して 、 不 景 気の 歴 史や

経済 改 革 に思 い を 馳 せ、 伊 東 と白 熱 し た 議論 を 交 わす の だ 。  

 こ う し た加 田 の 設 定は 、 や はり 、 不 自 然で あ る と言 わ ざ る を得 な い。

食う に 食 われ ぬ 生 活 をし て い るの な ら 、 失業 問 題 の名 著 を 読 み耽 る よう

な精 神 的 なゆ と り は 無い の が 普通 で あ ろ うし 、 少 なく と も 、 再就 職 先を

探す の に 躍起 に な る か、 彼 に 高等 教 育 を 受け さ せ られ る ほ ど の経 済 力が

ある 実 家 へ、 戻 る こ とを 考 え ても よ さ そ うな も の であ る 。 こ の不 自 然さ

は、 不 景 気の 統 計 表 なる も の を所 持 し て いる こ と にな っ て い る伊 東 にも
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当て は ま る。  

第 1 部 の 不自 然 な 点 の二 つ 目 は、 第 1 部 全体 に 対 して 経 済 学 的事 項

の解 説 が 占め る 割 合 があ ま り に高 い 点 だ 。失 業 問 題の 名 著 に 対す る 批評

に始 ま り 、日 本 国 内 にお け る 株価 暴 落 の 背景 、 古 代ロ ー マ か ら現 代 まで

の不 景 気 の西 洋 史 、 おま け に 、ダ グ ラ ス 経済 学 を 支持 す る よ うな 加 田 の

発言 ま で 含ま れ て い る。 こ れ らの 経 済 学 的事 項 は 物語 の 展 開 には 全 く関

わっ て 行 かな い に も 関わ ら ず 、挿 入 さ れ てい る 。  

以上 の こ とか ら 、「 不景 気 と 経済 」 の 第 1 部 で は《 物 語 に 経済 学 的 事

象の 解 説 が挿 入 さ れ てい る 》 とい う よ り 、《 経 済学 的 事 象を わか り や す

く説 明 す るた め に 、 物語 が 付 けら れ て い る》 よ う に感 じ ら れ る。  

そし て 、 この 第 1 部 の性 質 は 、第 2 部 ・ 第 3 部 に も共 通 し て いる と

言え る 。 たし か に 、 第 2 部 に おけ る バ ラ ック 小 屋 の中 で の 悲 惨な 暮 らし

や、 第 三 部に お け る 船中 の 様 子な ど 、 第 2 部 ・第 3 部 は 第 1 部 に 比べ て

現実 的 な 描写 が 多 く 、展 開 も 自然 で あ る よう に 見 える 。 し か し、 第 2 部

で伊 東 が 「だ が 、 こ れが 、 生 産年 額 二 億 七千 萬 の 工場 街 の 悲 哀だ か ら仕

方な い よ。」 (17)と 発言 し て いる と こ ろ や、 第 3 部で 伊 豆 の 元し い た け

農家 の 男 が「 県 下 の 全産 額 四 百十 万 円 の うち で 、 その 七 割 の 三百 万 円ま

でが 、 世 界へ 輸 出 さ れて ゐ た とこ ろ 」 (引用 者 注 -漢 字 を新 字体 に 改 め

た )(18)な ど と 述べ てい る と ころ に 、 や はり 、 物 語と し て の 不自 然 さ を

感じ る 。 移住 先 の 朝 鮮人 村 に 地縁 の 無 い 伊東 が 、 なぜ 生 産 年 額に 言 及で

きる の か 。一 し い た け農 家 に 過ぎ な か っ た男 が 、 県下 の 全 生 産額 や その

何割 が 輸 出さ れ て い るの か を 知っ て い る のは ど う して な の か 。そ も そ

も、 必 ず しも 正 確 な 数字 に 言 及す る 必 要 のな い 伊 東と の 日 常 会話 で 、登

場人 物 た ちが 揃 い に 揃っ て 統 計的 な 数 字 に言 及 す るの は な ぜ なの か 。  

 登 場 人 物た ち が 、 物語 の 中 での 現 実 を 大局 的 見 地か ら 説 明 しす ぎ てし
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まう の は 、残 念 な が ら久 野 の 手落 ち で あ ると 言 わ ざる を 得 な いだ ろ う。

統計 等 の 入念 な 調 査 から 、 物 語の 「 材 料 」が 十 分 に揃 え ら れ てい た こと

は疑 え な いが 、「調 理」 が 上 手く な い 。 しか し 、 その こ と が かえ っ て 久

野の 新 社 会派 小 説 の 特性 を 浮 かび 上 が ら せて く れ る。 つ ま り 、久 野 の新

社会 派 小 説の 特 徴 は 《 物 語 を 通し て 、 現 在起 き て いる 経 済 的 事象 を 深

く・ わ か りや す く 解 説し て い るこ と 》 に ある と 言 える だ ろ う 。む ろ ん、

《物 語 の 中の 現 実 》 と《 現 実 》は 同 じ で はな い が 、し い た け 農家 を 取り

巻い て い た状 況 や 生 産規 模 、 南葛 飾 の 工 場街 の 生 産高 は 、 お そら く 事実

とさ ほ ど 違わ な い だ ろう 。 登 場人 物 に 、 適当 に 作 り上 げ て で も具 体 的な

値を 言 及 させ る 必 要 性は ど こ にも な い か らで あ る 。  

 あ く ま でも 、 あ る 経済 環 境 の中 で 生 き る人 を ミ クロ に 描 く こと に 終止

して い た 浅原 に 対 し て、 久 野 は現 在 の 経 済環 境 と いう マ ク ロ なこ と を説

明す る た めに 、 人 々 の暮 ら し とい う ミ ク ロ な 事 が らを 取 り 入 れて い る。

浅原 と 久 野の 新 社 会 派小 説 に は、 特 徴 に かな り の 差が あ る と 言え よ う。  

 し か し 、浅 原 と 久 野の 新 社 会派 小 説 に は共 通 点 もあ る 。 そ の一 つ 目

は、 主 た る登 場 人 物 に《 高 学 歴サ ラ リ ー マン 男 性 》を 選 ん で いる と いう

こと で あ る。 二 つ 目 は、 そ れ らの 男 性 が 不況 に 押 され 、 経 済 的に う まく

行か な い こと に よ る 、様 々 な 《生 き づ ら さ》 を 描 いて い る こ とで あ る。

これ ら を 総括 す る と 、新 社 会 派文 学 と は 「高 学 歴 サラ リ ー マ ン男 性 の経

済的 理 由 によ る 《 生 きづ ら さ》」 を 描い た文 学 で あっ た と 言 うこ と が で

きる 。  

 

第 4 節  新社会派 文学のつま ず き  

 

 提 唱 者 であ る 浅 原 や久 野 の 足並 み が 揃 って い た とは 言 い 難 いと は い



14 

 

え、 実 態 とし て 、 新 社会 派 文 学に は 「 高 学歴 サ ラ リー マ ン 男 性の 経 済的

理由 に よ る生 き づ ら さを 描 く 」と い う 共 通の コ ン セプ ト が あ った 。 しか

し、 そ こ から 大 き く 発展 し て いか な か っ たこ と は 、 (図表 1)を見 る だ け

でも 明 ら かで あ る 。 それ は 、 なぜ だ っ た のか 。 三 つの 理 由 が 考え ら れ

る 。  

 一 つ 目 の理 由 は 、 漸次 構 築 して い く は ずだ っ た 独自 の 文 学 理論 や 表現

技術 が 、 十分 に 確 立 でき な か った か ら だ 。本 章 の はじ め で 、 新社 会 派文

学は 政 治 的主 張 や 独 自の 文 学 理論 が ほ と んど 無 い 状態 で 提 唱 され た こと

を確 認 し た。 本 来 な らば そ れ は、 提 唱 者 たる 浅 原 や久 野 に よ って 漸 次構

築さ れ て いく べ き も のだ っ た のだ が 、 彼 らは こ の 点に お い て 消極 的 であ

り、 ま た 受け 身 的 で もあ っ た 。た と え ば 、そ れ は 久野 の 次 の よう な 言説

から 確 認 する こ と が でき る 。  

 

 新 社 会 派文 学 は 、 いま の と ころ 、 ま だ 確固 と し た代 表 的 な 作品 も でゝ

なけ れ ば 、さ ら に 、 同派 を 代 表す る に 十 分な 文 学 理論 も で ゝ ゐな

い 。 / し かし 、 夜 あ け前 は 、 暗い と い ふ こと が あ るか ら 、 や がて 、

遠か ら ず 朗ら か な 作 品や 文 学 理論 が 現 れ るに ち が ひな い 。 (傍線 引 用

者 )(19) 

 

新社 会 派 文学 を 牽 引 する 立 場 にあ り な が ら、 久 野 が、 朗 ら か な作 品

や文 学 理 論が 《 現 れ る》 に 違 いな い と 受 け身 的 な 表現 を し て いる 点 に注

目し た い 。本 来 、 そ れら を 作 り上 げ て い くべ き 立 場に あ る 久 野が こ の状

態な の だ から 、 こ れ 以上 の 発 展は 難 し か った だ ろ う。 か と い って 、 浅原

にそ れ を カバ ー す る こと も で きな か っ た に違 い な い。 そ の 理 由を 、 次に

述べ て い く。  



15 

 

 新 社 会 派文 学 が 発 展し な か った 理 由 と して 考 え られ る こ と の二 つ 目

は、 浅 原 が主 張 し た 「社 会 (環 境 )個 人 」 を描 く と いう 考 え 方 が、 さ まで

独自 性 の ある も の で はな か っ たと い う こ とで あ る。「 社 会 (環 境 )個 人」

を描 く と は、 社 会 生 活者 と し ての 個 人 を 描く と い う意 味 で あ った が 、そ

うし た こ とは 新 社 会 派文 学 提 唱以 前 に も 、と く に プロ レ タ リ ア文 学 の担

い手 た ち によ っ て な され て い たよ う だ 。 たと え ば 、大 宅 壮 一 は 1929 年

1 月 『婦 人 公論 』 に 「金 と 恋 愛の 関 係 」 とい う 記 事を 寄 せ、「『 金 』と い

ふも の が われ 〱 の 生 活や 恋 愛 にあ つ て 、 如何 に 大 きな 役 割 を 演じ て ゐる

かと い ふ こと を 生 々 と描 い て 見せ た 」 (注 -漢 字を 新 字 体に 改め た 。 ) 

(20) 作品 と し て、 片岡 鐵 兵 の「 金 銭 に つい て 」 を挙 げ て い る。 恋 愛 や

結婚 生 活 をカ ネ の 問 題と 絡 め なが ら 描 く 。そ れ は すな は ち 、 社会 生 活者

とし て の 個人 を 描 く とい う こ とで あ り、「社 会 (環 境 )個 人 」 を描 く と い

うこ と で はな い だ ろ うか 。  

 ま た 、 大宅 は 次 の よう に も 述べ 、 片 岡 のよ う な 作風 の 作 品 が珍 し くな

いこ と を 主張 し て い る。  

 

 そ の 他 、金 と 恋 愛 との 関 係 を取 り 扱 つ た作 品 は 少な く な い 。殊 に プロ

レタ リ ア 派の 作 家 の 手に な つ た新 し い 恋 愛文 学 は 、 葉 山 嘉 樹 氏の 有

名な 傑 作 「淫 売 婦 」 を初 め 、 多か れ 少 な かれ こ の 問題 に 触 れ てゐ な

いも の は ない 。 (注 -傍線 引 用 者、 漢 字 を 新字 体 に 改め た 。 ) (21) 

 

「金 銭 と 恋愛 」 と 題 材は 限 定 的で あ り 、 また 、 明 確に 理 論 化 され て

はい な か った と は い え、 1929 年 1 月 の 段階 で 「 社会 (環境 )個人 」 を 描

くと い う 発想 は 広 ま って い た こと が わ か る。  

 す る と 、浅 原 ・ 久 野に よ る 新社 会 派 文 学の 提 唱
、 、

は、 実 は こ れら の 実践
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の 理 論 化
、 、 、

に過 ぎ な か った と 言 わざ る を 得 ない 。 実 質、 彼 ら の オリ ジ ナリ

ティ が ど こに あ っ た かと 言 わ れれ ば 、 そ れは 、 高 学歴 サ ラ リ ーマ ン 男性

を登 場 人 物に 据 え た こと く ら いで は な か ろう か 。 これ だ け で 生命 線 を保

つの は 、 やは り 困 難 なこ と だ った で あ ろ う。  

 新 社 会 派文 学 が 発 展し な か った 理 由 と して 考 え られ る こ と の三 つ 目

は、 経 済 の回 復 で あ る。 1927 年 頃 か ら 、新 社 会 派文 学 が 提 唱さ れ た

1931 年 を経 て 、 1932 年 上期 ま で、 た し かに 日 本 は不 況 で あ った 。 し か

し、 満 州 事変 に 伴 う 軍需 産 業 ・重 化 学 工 業の 活 性 化に よ っ て 、 1932 年

下期 以 降 、日 本 経 済 は回 復 し 、 33 年 か ら 35 年に か け ては 好況 を 迎 えて

い る (22)。そ れ は 、 長ら く 不 況に 苦 し ん でき た 国 民に と っ て は、 好 まし

いこ と だ った か も し れな い 。 けれ ど も 、 それ は 、 新社 会 派 文 学の 担 い手

たち が 描 いて き た 《 高学 歴 ・ 低収 入 》 と いう サ ラ リー マ ン 像 が崩 れ てい

くこ と も 意味 し て い た。 彼 ら は、 描 く べ きも の を 失く し て し まっ た ので

ある 。 ま た、 好 況 に なっ て か らの 人 々 は 、久 野 が 得意 と す る 経済 的 事象

の解 説 に も関 心 を 寄 せな く な った だ ろ う 。好 ま し いこ と の は ずだ っ た好

況は 、 新 社会 派 文 学 にと っ て は、 描 く べ き者 と 読 者の 関 心 を 喪失 す るき

っか け と なっ て し ま った 。 不 況下 の 人 々 を描 く 、 とい う 特 徴 を持 っ てい

たか ら こ そ、 好 況 の 時代 に 存 続し つ づ け るこ と は でき な か っ たの で あ

る 。  

以上 、 新 社会 派 文 学 とは ど ん な文 学 で あ った か に つい て 考 察 して き

た。 そ の 結果 、 新 社 会派 文 学 とは 、 昭 和 恐慌 に よ って 急 速 に 社会 的 地位

を失 っ た 高学 歴 サ ラ リー マ ン 男性 の 、 経 済的 な 理 由に よ る 生 きづ ら さを

描い た 文 学で あ る こ とが わ か った 。 不 況 下の サ ラ リー マ ン の 生活 や 価値

観、 当 時 の経 済 状 況 など が 細 やか に 描 き 込ま れ た リア リ ス テ ィッ ク な作

品が 制 作 され た が 、 漸次 構 築 して 行 く は ずだ っ た 新社 会 派 文 学独 自 の文
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学理 論 や 表現 技 術 を 構築 で き なか っ た こ と、 主 に 浅原 が 主 張 して い た社

会生 活 者 とし て の 個 人を 描 く とい う 発 想 が既 出 の もの だ っ た こと 、 満州

事変 勃 発 に伴 う 軍 需 産業 の 振 興に よ っ て 好況 と な り、 不 況 で ある こ とが

前提 の 新 社会 派 文 学 には 描 く べき も の が 無く な っ てし ま っ た こと な どか

ら 、 1930 年 代 中 に 消滅 し て しま っ た 。  

 

第 2 章  社会派推理小説と 1960 年代  

 

 前 章 で は、 そ れ ま でほ と ん ど使 わ れ て いな か っ た「 社 会 派 」と い う言

葉が 、1930 年代 に 突 然多 用 さ れる よ う に なっ た こ とを 指 摘 し た。それ は、

この 「 社 会派 」 と い う言 葉 を 含ん だ 「 新 社会 派
、、 、

文 学」 が 、 こ の時 期 に存

在し て い たた め で あ った 。  

次に こ の 言葉 が 頻 出 する の は 、 1960 年 代で あ る 。こ の 頃 に は、「 社会

派ド ラ マ 」と い う 語 が 10 回、「 社 会派 推理 小 説」「 社 会派 推理 (小説 )作

家」 を 合 わせ て 14 回を 始 め とす る 計 50 回 の使 用 が認 め ら れる 。  

すで に 述 べた よ う に 、1940 年 代・ 50 年 代に は「 社 会派 」と いう 言 葉は

ほと ん ど 使わ れ て い ない 。 そ れは 必 ず し も、 こ の 間に 社 会 派 作品 が 全く

存在 し て いな か っ た こと を 意 味し て い る ので は な い。 た だ 、 記録 に 無い

以上 、 こ の間 の 社 会 派作 品 に つい て 考 察 する こ と が困 難 な た め、 こ の間

の作 品 は 取り 扱 わ な いこ と と する 。  

 本 章 で は、 1960 年 代の 新 聞 記事 に「社 会派 」とい う 言 葉が 登場 す る 回

数を 増 や すこ と に 貢 献し た と 推定 さ れ る 「社 会 派 推理 小 説 」 につ い て考

察す る 。 具体 的 に は 、推 理 小 説に 社 会 派 の時 代 を 築い た と 言 われ る 、松

本清 張 の 社会 派 推 理 小説 の 特 徴に つ い て 探求 し て いく 。 併 せ て、 そ のよ

うな 特 徴 が生 ま れ る のは な ぜ なの か 、 時 代状 況 を もと に 考 察 して い く。  
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第 1 節  社会派推 理小説の特 徴―― 先行研究か ら――  

 

 松 本 清 張の 推 理 小 説に は 、 既存 の 推 理 小説 の 枠 に収 ま り き らな い 、

「社 会 派 」な 要 素 が あっ た と いう こ と な のだ ろ う 。武 蔵 野 次 郎は 、「『社

会派 推 理 小説 』 と い うユ ニ ー クな 名 称 も 松本 作 品 の出 現 と と もに 生 まれ

た 」 (23)と述 べ て い る。 で は 、そ の 「 社 会派 」 な 要素 と は 一 体何 だ った

のだ ろ う か。 言 い 換 える と 、「 社 会 派」 とい う 言 葉で 表 現 さ れる よ う

な、 清 張 の推 理 小 説 の特 徴 と は一 体 ど の よう な も のだ っ た の だろ う か。  

 清 張 の 社会 派 推 理 小説 の 特 徴に つ い て は、 す で にい く つ か の指 摘 がな

され て い る。 こ こ で は、 そ の 中の 二 つ を 紹介 す る 。  

 清 張 の 社会 派 推 理 小説 の 特 徴の 一 つ 目 は、 犯 行 動機 の 重 視 であ る 。権

田萬 治 (2009)は 、 清 張の 推 理 小説 が 「 社 会派 推 理 小説 」 と 呼 ばれ る 理由

につ い て 、次 の よ う に考 察 し た。  

 

(前 略 )清 張の ミ ス テ リー が 社 会派 推 理 小 説と い わ れる 最 大 の 理由

は、 動 機 の重 視 で あ り、 そ の 社会 性 を 掘 り下 げ た 点に あ る 。 (中 略 )/

清張 も ま た、 犯 罪 動 機が 本 来 個人 的 な も ので あ る こと を 否 定 して い

るわ け で はな い 。 /ただ 、 そ の個 人 的 な 動機 を 突 き詰 め て 行 くと 、 社

会の 闇 の 部分 と も 関 わっ て 来 るこ と を 浮 かび 上 が らせ て い る だけ

だ 。 (24) 

 

 つ ま り 、清 張 の 推 理小 説 の ユニ ー ク な 所は 、 推 理小 説 を 構 成す る 様々

な要 素 、 たと え ば 、 事件 の ト リッ ク や 事 件が 起 こ る場 所 、 探 偵や 犯 人の

人柄 な ど の中 で も 、 特に 、「犯 人 は なぜ その 事 件 を起 こ さ な けれ ば な ら
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なか っ た か」 と い う こと を 重 視し た 点 に ある と い うの だ 。 動 機を 突 き詰

めて い く と関 わ っ て 来る と い う「 社 会 の 闇」 と い う言 葉 は 多 様に 解 釈で

きて し ま いそ う だ が 、差 別 や 汚職 な ど 、 社会 の 中 で行 わ れ て いる 行 為や

慣行 の う ち、 法 に 触 れる も の や、 犠 牲 に なる 人 を 生み 出 し て しま う も

の、 と 捉 えて お く 。  

 こ こ で 、清 張 の 推 理小 説 が 犯行 動 機 を 重視 し た もの だ っ た とい う こと

が「 特 徴 」と さ れ て いる 点 に つい て 、 少 し補 足 を して お き た い。 と いう

のは 、 た とえ ば 、 2 時間 も の の刑 事 ド ラ マの 定 番 のエ ン デ ィ ング が 、 犯

人が 崖 で 犯行 動 機 を 告白 す る シー ン で あ るこ と か らも 明 ら か なよ う に、

今日 の ミ ステ リ ー に は犯 行 動 機が し っ か りと 描 か れて い る こ との 方 が普

通で あ り 、な ぜ そ れ が「 特 徴 」と ま で 言 われ る の かと い う 疑 問が 当 然浮

かん で く ると 思 わ れ るか ら だ 。そ れ に は 、以 下 の よう な 事 情 があ っ た。  

 ま ず 、 清張 以 前 の 推理 小 説 の犯 人 に は 、人 を 殺 すこ と に 理 由の い らな

い「 殺 人 鬼」 が 多 か った と い うこ と が あ る。 荒 正 人 (1960)は 、次 の よう

に述 べ て い る 。  

 

 戦 前 の 江戸 川 乱 歩 、戦 後 の 横溝 正 史 な どが 力 を こめ て 書 い た探 偵 小説

の犯 人 は 、殺 人 の た めの 殺 人 を企 て る 殺 人鬼 の 系 列に 属 し て いた 。

この 場 合 、動 機 は ほ とん ど か えり み ら れ ない 。 (25) 

 

 つ ま り 、清 張 以 前 の推 理 小 説 (探 偵小 説 )に おい て は 、そ もそ も 、 犯行

動機 を 緻 密に 描 き 込 む必 要 な どな か っ た ので あ る 。  

 た だ 、 犯行 動 機 が 全く 描 か れて い な か った わ け では な い と いう 点 に

は、 注 意 が必 要 で あ る。 犯 行 動機 が 描 か れる こ と もあ っ た の だが 、 権田

によ る と それ は 、「 金銭 的 な トラ ブ ル 、 愛欲 、 宝 探し 、 復 讐 など の 個 人
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的動 機 」 (26)が 多 か った よ う だ。  

 そ れ ま での 推 理 小 説が 犯 行 の動 機 を ほ とん ど 描 かな い 、 描 いた と して

も、 金 銭 トラ ブ ル な ど複 雑 な 背景 の 絡 ま ない 、 あ りが ち で シ ンプ ル なも

のに 終 止 して い た の に対 し 、 清張 は 、 汚 職や 差 別 など 「 社 会 の闇 」 とも

関わ っ て 来る よ う な 複雑 で 深 い動 機 を 描 いて い た 。  

これ は 大 きな 変 化 で あり 、 た しか に 、 清 張の 社 会 派 推 理 小 説 の特 徴 であ

ると 言 う こと が で き るだ ろ う 。  

清張 の 社 会派 推 理 小 説の 特 徴 の二 つ 目 は 、リ ア リ ティ ー が あ るこ と

であ る 。 郷原 宏 (2005)が 、 清 張の 「 点 と 線」 と い う作 品 を 紹 介し た 次の

文章 を 見 てほ し い 。  

 

 清 張 の 長篇 推 理 小 説第 一 作 。列 車 ダ イ ヤを 利 用 した 典 型 的 なア リ バイ

崩し の 本 格物 だ が 、 事件 の 背 景や 動 機 、 登場 人 物 の描 き 方 に 従来 の

本格 物 に はな か っ た 社会 的 な リア リ テ ィ があ る と ころ か ら、『眼 の

壁』『 ゼロ の 焦 点』『 砂の 器 』 など と 並 ぶ 社会 派 ミ ステ リ ー の 代表 作

とさ れ て いる 。 (傍 線引 用 者 )(27) 

 

 傍 線 部 に注 目 し て ほし い 。 ここ で 、「 点と 線 」 とい う 作 品 には 、 事 件

の背 景 や 動機 、 登 場 人物 の 描 かれ 方 に 「 社会 的 な リア リ テ ィ 」が あ るの

で、 社 会 派ミ ス テ リ ーの 代 表 作と さ れ て いる 、 と 言わ れ て い る。 こ のこ

とか ら 、 郷原 が 社 会 派推 理 小 説の 特 徴 を 、事 件 の 背景 や 動 機 、登 場 人物

の描 か れ 方に 「 社 会 的な リ ア リテ ィ が あ るこ と 」 と捉 え て い るの が 伺え

る 。  

現代 的 な 感覚 で 言 う と、 推 理 小説 に リ ア リテ ィ ー があ る と い うこ と

は、「 特徴 」 と 言う まで も な い当 然 の こ との よ う に思 わ れ る 。し か し 、
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清張 が 登 場し た 頃 は そう で は なか っ た 。  

 清 張 以 前の 推 理 小 説に 「 殺 人鬼 」 が 少 なか ら ず 登場 し て い たこ と から

も分 か る よう に 、 清 張登 場 ま で、 登 場 人 物に 関 す るリ ア リ テ ィー は 乏し

いも の だ った 。 高 橋 哲雄 (1989)は 、 清 張 以前 の 推 理小 説 (探 偵小 説 )と 清

張の 推 理 小説 の 登 場 人物 を 比 較し て 、 次 のよ う に 述べ て い る 。  

 

(前 略 )戦 前型 の 「 探 偵小 説 」 が素 性 の 知 れぬ 遊 民 、流 民 を し きり に

出没 さ せ る (探 偵さ え何 を し て暮 ら し て いる の か わか ら な い )の に 対

して 、 (引 用 者 注 -清 張の 社 会 派推 理 小 説 の )探 偵役 の 多 くは 家庭 持 ち

の実 直 な 刑事 だ し 、 登場 人 物 の多 く は 上 司の 罪 を かぶ る 課 長 補佐 を

はじ め 、 どこ に で も 見掛 け ら れる 職 業 人 、生 活 人 で、 (以下 略 )(28) 

 

 つ ま り 、清 張 以 前 の推 理 小 説に は 、 何 をし て 生 計を 立 て て いる の かわ

から な い よう な 現 実 離れ し た 人々 が よ く 登場 す る のに 対 し て 、清 張 の社

会派 推 理 小説 に は 現 実的 な 、 あり ふ れ た 職業 人 が 登場 す る と いう 違 いが

ある と い うの だ 。  

 登 場 人 物が 違 っ て くれ ば 、 当然 、 展 開 され る 物 語も 違 っ て くる 。 現実

味に 乏 し い登 場 人 物 のも と で 展開 さ れ る 物語 は 、 むろ ん の こ と非 現 実 的

なも の に なる 。 清 張 が登 場 す る前 、 そ う した 非 現 実的 な 物 語 の方 が 推理

小説 の 王 道で あ っ た のは 、 推 理小 説 を 読 むこ と の 主な 意 味 が 現在 と は違

って い た から だ 。  

 そ れ ま で、《 推理 小説 を 読 む》 と い う こと は 、《 読 者 が、 作者 の 仕 掛け

たト リ ッ クを 見 破 る 一種 の 知 的な ゲ ー ム をす る こ と》 に 他 な らな か っ

た。 だ か ら、 小 説 に は簡 単 に 見破 れ な い よう な ト リッ ク が 書 かれ て いる

こと こ そ 重要 で あ り 、犯 罪 の リア リ テ ィ ーや 犯 行 の動 機 な ど とい う もの
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は全 く 重 要で は な か った の で ある 。 (29) 

清張 は 、 推理 小 説 の 中の 事 件 や登 場 す る 人物 を 、 それ ま で よ りも 現

実的 な も のに し た と 言っ て よ さそ う だ 。  

 こ こ ま で、 先 行 研 究か ら 、 社会 派 推 理 小説 の 特 徴と し て 、 ①犯 行 動機

を重 視 し たこ と 、 ② (登 場 人物 や 事 件の 背景 、 犯 行動 機 に )リア リ テ ィー

があ る こ とを 挙 げ て きた 。  

しか し 、 社会 派 推 理 小説 に つ いて 、 物 語 の展 開 と いう 観 点 か ら眺 め

てみ る 時 、も う 一 つ 、新 た な 特色 が 浮 か び上 が っ てき そ う だ 。以 下 に、

その こ と につ い て 述 べて い き たい 。  

 

第 2 節  社会派推 理小説の特 徴―― 物語の展開 から― ―  

 

 こ こ で は、 先 行 論 では 指 摘 され て い な かっ た 社 会派 推 理 小 説の 特 徴に

つい て 、 物語 の 展 開 とい う 観 点か ら 考 え てい く 。 方法 と し て 、前 出 の郷

原が 「 社 会派 ミ ス テ リー の 代 表作 」 と し て挙 げ て いた 「 点 と 線」「 眼の

壁」「 砂の 器」「 ゼ ロ の焦 点 」 にお け る 殺 人事 件 の 主犯 に 注 目 し、 彼 らが

どん な 人 物で 、 ど ん な末 路 を 辿っ て い っ たの か を 追っ て い く 。  

 結 論 か ら言 っ て 、 社会 派 推 理小 説 の 代 表作 と 言 われ る こ の 4 作 品 は、

すべ て 、「 差 別 によ って 《 虐 げら れ る 側 》に あ っ た (る )人 物 が、 殺 人 と

いう 《 人 を虐 げ る 行 為》 に よ って 身 を 滅 ぼす 」 と いう 展 開 の 仕方 を して

いる 。 彼 らが 一 連 の 殺人 事 件 の主 犯 で あ ると い う こ と や 、 殺 人の 動 機

が、 被 害 者の 部 下 や 妻、 刑 事 とい っ た 「 探偵 役 」 の人 々 に よ って 明 かさ

れる 過 程 で、 そ の 人 がど の よ うに 虐 げ ら れて き た のか も 明 ら かに な ると

いう 構 図 にな っ て い る。  

 そ の 構 図が 比 較 的 わか り や すく 描 か れ てい る の が、「 眼の 壁」 と 「 砂
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の器 」 で ある 。  

「眼 の 壁 」は 、 手 形 詐欺 に 遭 い、 会 社 に 損害 を 与 えた こ と に 責任 を

感じ て 自 殺し た 上 司 を思 い 、 部下 と そ の 友人 と が 、詐 欺 や 、 次々 と 起こ

る関 係 者 の死 の 真 相 を追 う 物 語で あ る 。 主犯 は 、 新興 右 翼 の ボス ・ 舟坂

英明 で あ った 。 彼 は 、貧 農 の 子で あ る と いう 理 由 から 、 幼 時 に蔑 視 に遭

った 過 去 を持 っ て い た。 自 分 を見 下 し た 世の 中 に 復讐 し よ う と、 新 興右

翼の ボ ス にな り 、 手 形詐 欺 を 働い て 活 動 資金 を 集 めて き た 。 詐欺 被 害に

遭っ た 会 社の 弁 護 士 と自 身 の 従弟 を 殺 害 し、 従 妹 も抹 殺 し よ うと し てい

たと こ ろ を発 見 さ れ 、自 殺 す る。  

 「 砂 の 器」 は 、 蒲 田操 車 場 内で 起 き た 殺人 事 件 を機 に 、 次 々と 起 こる

不審 死 の 真相 を 刑 事 が追 っ て いく 物 語 で ある 。 主 犯・ 和 賀 英 良は 、 父が

ハン セ ン 病を 患 っ た こと に よ り実 母 と 生 き別 れ (両 親 の 離婚 が原 因 )、 放

浪の 旅 の 末に 父 親 と も生 き 別 れて い た 。 本文 に 直 接言 及 さ れ ては い ない

もの の 、 両親 が 離 婚 した り 、 放浪 の 旅 に 出た り す る展 開 に な って い るの

は、 ハ ン セン 病 が 感 染力 の 強 い、 遺 伝 す る病 気 だ と信 じ ら れ てい た ため

であ ろ う 。和 賀 は、「ハ ン セ ン病 が 遺 伝 して い る 子」 と い う 勘違 い に よ

って 、 父 もろ と も 母 親に 見 捨 てら れ 、 郷 里か ら も 出ざ る を 得 なく な って

しま っ た ので あ る 。 父親 と 生 き別 れ て か ら 5 年 後 、特 効 薬 ・ プロ ミ ンの

発明 に よ って ハ ン セ ン病 は 完 治す る 病 に なっ た が 、和 賀 は ハ ンセ ン 病患

者の 息 子 であ る こ と が発 覚 し 、差 別 に 遭 うこ と を 恐れ 、 戸 籍 を偽 造 して

名前 を 変 える 。 そ の 過去 が 明 るみ に 出 そ うに な っ たこ と を き っか け に、

3 人 の殺 害 に関 与 。 逮捕 さ れ る。「 砂の 器」 は 、 この 4 作 品 の中 で 唯 一

《犯 人 自 殺》 と い う 結末 を 迎 えな い 作 品 だが 、 3 人 もの 人 の 殺害 に 関 与

した と な ると 、 和 賀 はほ ぼ 間 違い な く 死 刑に な る 。自 殺 と 刑 死と い う差

こそ あ れ 、和 賀 も 最 後に は 死 を迎 え る こ とに な る ので あ る 。  
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 こ れ ら 二つ の 作 品 では 、「貧 農 の 子だ から 」「ハ ン セ ン病 患者 の 子 だか

ら」 と い う理 由 で 、 見下 さ れ たり 、 見 捨 てら れ た りし て い た 人々 が 、殺

人と い う 人を 虐 げ る 行為 に 手 を染 め た 結 果、 身 を 滅ぼ す と い う展 開 にな

って い る こと を 確 認 して ほ し い。  

 他 方 、 この 展 開 の 構図 が や や見 え づ ら いの が 「 点と 線 」「 ゼロ の 焦

点」 だ 。  

 「 点 と 線」 は 、 あ たか も 情 死体 で あ る かの よ う に一 緒 に 亡 くな っ てい

た男 女 の 死の 真 相 を 刑事 が 追 う物 語 で あ る。 主 犯 ・安 田 亮 子 は某 省 の出

入り 業 者 の社 長 夫 人 であ る 。 全治 の 見 込 みの な い 肺結 核 を 患 い、 鎌 倉で

転地 療 養 中だ っ た 。 病気 が 重 いた め 、 医 者か ら 夫 との 性 交 渉 を禁 じ られ

てい た 彼 女は 、 料 亭 の女 中 を 夫の 愛 人 と して 認 め 、夜 の 相 手 をさ せ てい

た。 し か し、 夫 が 関 係す る 汚 職の キ ー マ ンを 抹 殺 する 際 、 そ の愛 人 を偽

装心 中 の 相手 と し て 利用 し 、 殺害 し て し まう 。 そ して 、 彼 女 自身 は 、最

後に 夫 と 無理 心 中 を 図っ て 自 殺し た こ と がほ の め かさ れ て い る。  

 「 ゼ ロ の焦 点 」 は 、見 合 い 結婚 し た ば かり の 夫 が失 踪 し 、 一人 取 り残

され た 若 妻が 、 夫 の 過去 、 そ して 次 々 と 起こ る 殺 人の 謎 に 迫 って 行 く物

語で あ る 。主 犯 は 、 宝田 佐 知 子と い う 耐 火煉 瓦 会 社の 社 長 夫 人で あ っ

た。 夫 と 共に 、 現 在 では 地 方 の名 士 で あ るが 、 か つて は 占 領 軍の 兵 士を

相手 と す る売 春 婦 を して い た 。佐 知 子 は 、そ の 過 去を 暴 か れ 、現 在 の地

位を 失 う こと を 恐 れ て、 4 人 も の人 を 殺 害し 、 自 殺す る 。  

 こ れ だ け見 る と、「点 と 線」「 ゼ ロの 焦点 」 の 主犯 の 二 人 は「 差 別 によ

って 《 虐 げら れ る 側 》に あ っ た (る )人 物 」に 当 た らな い よ う にも 思 われ

る 。  

けれ ど も、「 点 と線 」「ゼ ロ の 焦点 」 の 主 犯が い ず れも 女 性 で ある こ

とに 注 目 し、 試 み に 性別 を 反 転さ せ て み ると 、 違 った 景 色 が 見え て く



25 

 

る。 た と えば 、 重 い 肺結 核 を 患っ た 男 性 が、 医 師 から 妻 と の 性交 渉 を止

めら れ て いた と し よ う。 そ の 場合 、 妻 が 愛人 を 持 つこ と で 性 欲を 満 たす

こと を 、 当時 の 夫 は 認め た だ ろう か 。 い や、 多 く の場 合 そ れ は、 妻 によ

る「 不 貞 行為 」 と 見 なさ れ 、 許さ れ は し なか っ た だろ う 。 に もか か わら

ず、 亮 子 の夫 は 「 二 号さ ん 」 を持 つ こ と を許 さ れ てい た 。 こ の矛 盾 は、

「貞 操 を 守る 」 と い うこ と が 伝統 的 に 男 性よ り も 女性 に 強 く 求め ら れて

きた こ と の表 れ で あ ると 言 え るだ ろ う 。 それ は 、「 ゼ ロ の焦 点」 の 佐 知

子に も 言 える こ と で ある 。 た とえ ば 、 あ る地 方 名 士の 男 性 が 、若 い 頃娼

夫だ っ た こと が 露 見 した と し よう 。 果 た して そ れ が、 彼 の 地 位を 脅 かす

こと に な った だ ろ う か。  

 要 す る に、 彼 女 た ちを 殺 人 に駆 り 立 て た要 因 と いう の は 、 女性 で 無け

れば 持 ち えな い も の だっ た の であ る 。 つ まり 、 本 文で は 直 接 触れ ら れて

いな い も のの 、 安 田 亮子 や 宝 田佐 知 子 は 女性 で あ るが ゆ え に 虐げ ら れて

いた 、 と 見る こ と が でき る の であ る 。  

 貧 困 に よる 差 別 。 病気 に よ る差 別 。 性 別に よ る 差別 。 社 会 派推 理 小説

は、 こ う した 様 々 な 「差 」 に よっ て 過 去 に虐 げ ら れた り 、 現 在虐 げ られ

たり し て いる 人 々 が 、殺 人 と いう 人 を 虐 げる 行 為 に手 を 染 め るこ と で身

を滅 ぼ し てし ま う 、 とい う 共 通の 展 開 を 持っ て い る物 語 と し て読 む こと

がで き る 。こ れ も 、 社会 派 推 理小 説 の 特 徴の 一 つ と言 っ て よ いの で はな

かろ う か 。  

 以 上 、 ここ ま で 社 会派 推 理 小説 の 特 徴 につ い て 探求 し て き た。 そ の結

果、 社 会 派推 理 小 説 には ① 犯 行動 機 を 重 視し た こ と、 ② リ ア リテ ィ ーの

ある 推 理 小説 で あ る こと 、 ③ 《差 別 に よ って 虐 げ られ た こ と があ っ た

り、 現 在 虐げ ら れ た りし て い る人 が 、 殺 人と い う 人を 虐 げ る 行為 を する

こと で 身 を滅 ぼ す 》 とい う 展 開を し て い るこ と 、 とい う 三 つ の特 徴 があ
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るこ と が 分か っ た 。  

《差 別 に よる 被 虐 者 》を 「 社 会の 中 で の 弱者 」 と 言い 換 え て みる

と、 彼 ら に焦 点 が 当 てら れ て いる 社 会 派 推理 小 説 は、 新 社 会 派文 学 と同

じ構 図 を 持っ て い る と言 え る 。な ぜ な ら 、新 社 会 派文 学 で 焦 点が 当 てら

れて い る 、高 学 歴 サ ラリ ー マ ン (既 婚者 )男性 は 、 現代 で は 「 生活 保 護」

を受 給 で きる よ う な 人物 、「社 会 的 弱者 」だ っ た から で あ る 。リ ア リ テ

ィー の あ る物 語 と い う意 味 で も、 両 者 は 共通 し て いる と 言 え るか も しれ

ない 。  

では 、 清 張の 社 会 派 推理 小 説 が、 上 に 述 べた よ う な特 徴 を 持 った の

はな ぜ だ った の だ ろ うか 。 新 社会 派 文 学 と同 じ よ うに 、 時 代 背景 と いう

観点 か ら 考え て み た い。  

 

第 3 節  社会派推 理小説と高 度経済 成長期  

 

数あ る 松 本清 張 作 品 の中 で も、「 社 会派 推理 小 説 の代 表 作 」 と呼 ば れ

る作 品 が 発表 さ れ た のは 、 高 度経 済 成 長 期前 夜 か ら成 長 期 の さな か にか

けて の こ とで あ っ た 。こ の 頃 、日 本 の 実 質経 済 成 長率 は 最 高 で 13 パー

セン ト 強 に達 し (30)、日 本 は 《敗 戦 国 》 から 世 界 第二 位 の 《 経済 大 国》

へと 急 速 に変 化 し て いた 。 経 済発 展 の 成 果は 、 た とえ ば 、 懸 賞と い う形

で国 民 に も還 元 さ れ てお り 、「 チ ュ ーイ ンガ ム の 特賞 ・ 1000 万」「 1 本

300 円の ウ イス キ ー でハ ワ イ 旅行 が 当 た る」 と い った 豪 華 な 内容 の も の

も珍 し く なか っ た (31)。 こ の よう に 、 高 度経 済 成 長期 は 、 極 めて 華 やか

な時 代 で あっ た と 言 える 。  

 し か し 、清 張 の 社 会派 推 理 小説 に は 、 そう し た 時代 の 華 や かさ や 明る

さは あ ま り描 き 込 ま れて い な い。 む し ろ 、前 節 で 確認 し た よ うに 、 被虐
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者を 殺 人 事件 の 「 黒 幕」 に 据 えた り 、 事 件の 動 機 に差 別 を 絡 ませ た りす

るな ど 、《 不 公 平な 世の 中 に 生き る 弱 者 》に 焦 点 が当 て ら れ てい る よ う

に見 え る 。そ れ は 、 なぜ だ っ たの だ ろ う か。 特 に 、 1960 年 前後 の 時 代

状況 を も とに 考 え て みた い 。  

一つ 目 の 理由 と し て 、少 な く ない 当 時 の 人々 が 、「 世 の 中不 公平 だ 」

と感 じ て いた こ と が 挙げ ら れ る。 鴨 下 信 一 (2005)によ る 、 次 の文 章 を見

てほ し い 。  

 

ぼく は 戦 後日 本 の 、 とく に 終 戦直 後 の 日 本の 基 調 音と な っ た もの

の重 要 な ひと つ は 、 ＜不 公 平 ＞と い う 感 覚だ っ た と思 う 。 こ の感 覚

が、 戦 後 の不 安 感 、 危機 感 、 ある い は イ ライ ラ 感 や暴 力 衝 動 の根 本

にあ っ た 。 /戦 死し た人 間 と 無事 で 帰 っ た人 間 、 抑留 さ れ た 人間 と 帰

国で き た 人間 、 戦 犯 に指 定 さ れた 人 間 と 逃れ た 人 間、 闇 で 儲 けた 人

間と 儲 け られ な か っ た人 間 、 …… 何 も か もが 公 平 でな か っ た 。飢 え

てい る 人 間と た ら ふ く食 べ て いる 人 間 、 着る も の がな く 震 え てい る

人間 と ぬ くぬ く 着 ぶ くれ て い る人 間 … … そし て 焼 け出 さ れ た 人間 と

焼け 残 っ た人 間 。 (32) 

 

 敗 戦 後 を生 き た 人 間 の 一 人 とし て 、 鴨 下は 、 こ の時 代 の 日 本人 が ＜不

公平 ＞ と いう 感 覚 を 抱き な が ら生 き て い た、 と 述 べて い る の であ る 。  

 こ こ で 鴨下 は 「 戦 後日 本 の 、 と く に 終 戦直 後 の
、 、 、 、 、、 、 、

」と 断 り 書 きを し てい

る。 し か し、 1960 年前 後 と いえ ば 、 終 戦か ら 約 15 年 後、 小笠 原 諸 島も

沖縄 も ま だ日 本 に 返 還さ れ て いな い 時 期 であ っ た 。日 米 安 全 保障 条 約改

定を め ぐ って 、 安 保 闘争 が 繰 り広 げ ら れ てい た の もこ の 時 期 であ る 。第

二次 世 界 大戦 の 余 波 が残 り 続 けて い る と いう 時 期 の特 性 や 、 鴨下 が 「戦
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後日 本 の 」と い う 言 葉を わ ざ わざ 含 め て いる こ と から 考 え る に、 先 の文

章で 鴨 下 が述 べ て い た不 公 平 感は 1960 年代 に 至 って も 消 失 して い な か

った と 考 えら れ る 。 社会 派 推 理小 説 に お いて 、 世 の中 が 不 公 平で あ るよ

うに 描 か れて い る の は、 ど う やら 、 実 態 を反 映 し ての こ と ら しい 。  

 二 つ 目 の理 由 と し て、《 不公 平 な 世の 中に 生 き る弱 者 》 が 、実 際 に 少

なく な か った (次の 理由 で 詳 述す る )こ とが 挙 げ られ る 。 リ アリ ズ ム を基

調と す る 文学 と し て 、彼 ら を 描く の は 不 自然 な こ とで は な か った の だ。  

 三 つ 目 の理 由 と し て、《 不公 平 な 世の 中に 生 き る弱 者 》 を 描く こ と が

容易 に な った こ と が 挙げ ら れ る。 平 た く 言う と 、「 モ デ ル」 が手 に 入 り

やす く な った の だ 。  

一つ 、 具 体例 を 紹 介 した い 。 終戦 後 、 1959 年 頃 まで 、 片 親 また は 両

親が い な い子 ど も に 対す る 就 職差 別 が 続 いて い た 。こ れ を 受 け、 1955

年に は 、 政府 が こ う した 子 ど もた ち に 対 す る 差 別 をし な い よ う、 大 企業

や事 業 所 に対 し て 依 頼書 を 出 して い る 。 けれ ど も 、そ れ が 劇 的に 問 題を

解決 す る こと は 無 か った ら し く、 翌 1956 年 には 、「 就 職 に 差別 を な く

せ」 と 題 した 投 書 が あっ た 。 当時 、 長 野 県に 住 ん でい た 伊 藤 洋一 と いう

人に よ る 投書 に は、「両 親 が いな い と い うこ と で 姉も 自 分 も 、そ し て 二

人の 妹 も 皆、 就 職 の 際不 愉 快 な悲 し み を 経験 せ ね ばな り ま せ んで し

た。」 と、 就 職 差別 に遭 っ た 経験 が 記 さ れ、「 どう か 差 別的 な取 扱 い だけ

はや め て 下さ い 。」 (33)と いう 懇 願 の言 葉で 閉 じ られ て い る 。  

ここ で 注 目し た い の は、 ど こ で (長 野県 で )・ 誰が (両 親 を 亡 くし た 兄

妹 が )・ど ん な 差別 (就職 差 別 )に 遭 って いる か が 明確 に 示 さ れて い る こ

とで あ る 。こ れ だ け 状況 が 詳 細に 記 さ れ てい れ ば 、物 語 の 人 物造 形 の基

礎資 料 と して 、 十 分 に機 能 し うる だ ろ う 。  

清張 は 、 徹底 し た 調 査を も と に執 筆 を 進 める 人 と して 知 ら れ てい
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る。 た と えば 、「点 と線 」 で は、 東 京 駅 13 番線 ホ ー ムか ら、 1 日 の うち

に 4 分 間 だけ 15 番 線ホ ー ム が見 渡 せ る こと が ト リッ ク と し て利 用 さ れ

てい る が 、こ れ は 、 事実 で あ って 創 作 で はな い (34)。 ノ ン フ ィク シ ョン

だけ で な く、 フ ィ ク ショ ン を 制作 す る 際 にも 事 実 調査 が 念 入 りに な さ れ

てい た こ とが 伺 え る 。け れ ど も、 清 張 の 調査 力 だ けが 、 物 語 の詳 細 な描

写や 人 物 造形 を 可 能 にし て い たと は 思 わ れな い 。  

1960 年 前後 は 、 公 民権 運 動 の時 期 と 重 なる 。 ア フリ カ 系 ア メリ カ 人

を中 心 と する 人 々 が 、人 種 差 別撤 廃 に 向 けて 闘 う 有り 様 は 、 当時 、 メデ

ィア で も 盛ん に 報 道 され て い た。 そ の よ うな こ と も相 ま っ て か、 人 から

《虐 げ ら れる 側 》 に あっ た 人 たち も 、 こ の頃 か ら 少し ず つ 、 声を 上 げ始

めて い る 。だ か ら こ そ、 清 張 は、 様 々 な 立場 の 《 弱者 》 の 存 在を 見 出

し、 リ ア ルな 被 虐 者 (犯 人 )像 を構 築 し て いく こ と がで き た の だろ う 。  

 四 つ 目 の理 由 と し て、 こ の 時期 が 、 弱 者を 量 産 して い た 時 期で あ った

こと が 挙 げら れ る 。 ここ で の 弱者 は 、「 経済 的 弱 者」 で あ る 。  

一般 的 に 、高 度 経 済 成長 期 は 、国 民 の 所 得が 平 等 化し て い く 時期 で

ある と 考 えら れ て い る。 し か しな が ら 、 藤井 淑 貞 (1999)は 次 のよ う に述

べて い る 。  

 

 で は 、 その 社 会 派 を先 導 し た清 張 が 立 ち向 か っ た昭 和 30 年代 (引用 者

注 -1955 年 ～ 1965 年 )の 社 会＝ 高 度 経済 成長 期 と はど の よ う な時 代 で

あっ た の だろ う か 。 ――  一言 で 言 えば 、高 度 経 済制 長 期 と は、 上 昇

気流 に 乗 るこ と が で きた か 否 かで 、 持 て る者 と 持 たざ る 者 と の間 に

極 端 な 格 差が 生 じ た 時代 、 と 定義 で き る だろ う 。 (35) 

 

国民 所 得 が平 等 化 し てい く イ メー ジ と は 反対 に 、 藤井 は 、 高 度経 済
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成長 期 を 格差 が 拡 大 して い っ た時 期 と し て捉 え て いる こ と が わか る 。  

 実 は 、 藤井 の 論 も 一般 的 イ メー ジ も 、 どち ら も 間違 っ て は いな い 。両

者に 違 い を生 ん で い るの は 、「 い つ から いつ ま で を『 高 度 経 済成 長 期 』

とす る か 」な の で あ る。  

高度 経 済 成長 期 を い つか ら い つま で と 定 義す る か につ い て は 複数 の

説が あ る 。そ の 終 わ りに つ い ては 、 1973 年 のオ イ ルシ ョ ッ クと す る も

のが 多 い が、 は じ ま りに つ い ては 1955 年 (昭和 30 年 )から とす る 場 合

と 、 1960 年 (昭 和 35 年 )か らと す る 場 合が あ る 。浅 井 良 夫 (2011)は 「高

度成 長 期 には 平 等 化 が進 ん だ とい う 、 わ れわ れ が 常識 的 に 持 つイ メ ージ

は 、 60 年代 か ら 70 年代 に 当 ては ま る も ので あ り 、 50 年 代 は不 平 等 化が

進ん だ 時 代で あ っ た 」 (36)と 説明 し て い る。 す る と、 藤 井 説 のよ う に

1950 年 代を 高 度 経 済成 長 期 に含 め る 考 え方 を 採 る場 合 に は 、極 端 な 格

差が 生 じ てい く 時 代 、と い う よう に 見 る こと も で きる だ ろ う 。先 に 述べ

てき た 、 清張 ミ ス テ リー の 「 傑作 」 と 呼 ばれ る 作 品が 著 さ れ たの は 、ち

ょう ど 、 この 格 差 が 拡張 し て いっ て い る 1950 年 代 の 後半 から 、 1960 年

代の 初 頭 にか け て の こと で あ った 。 戦 争 と敗 戦 を 経て 、 す で に様 々 な格

差、 差 別 が存 在 し て いた に も かか わ ら ず 、そ れ ら が解 消 さ れ るど こ ろ

か、 経 済 格差 は ど ん どん 拡 大 して い っ て いた 。 そ うし た 意 味 で、《 社会

の中 の 弱 者》 は 、 不 公平 時 代 のネ ガ テ ィ ブな 面 を 象徴 す る 存 在だ っ たと

言 え る だ ろう 。 そ れ が、「 時代 」 を 描く 中で 、 社 会派 推 理 小 説に 反 映 し

てい っ た とも 考 え ら れる 。  

 こ こ ま で、 清 張 の 社会 派 推 理小 説 が 《 不公 平 な 世の 中 に 生 きる 弱 者》

に焦 点 を 当て て い た 理由 と し て、 考 え ら れる こ と につ い て 述 べて き た。

高度 経 済 成長 期 は 、 日本 が 《 敗戦 国 》 か ら世 界 第 2 位 の 《 経 済大 国 》へ

と急 速 に 変化 し て い た、 一 見 する と 極 め て華 や か な時 代 で あ った 。 一
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方、 そ の 発展 を 支 え た国 民 は 、敗 戦 に 伴 う不 公 平 感が 蔓 延 す る時 代 を生

き抜 い て きた 人 々 で あり 、 そ の感 覚 を 持 ち続 け て いた 人 た ち でも あ っ

た。 ア メ リカ 公 民 権 運動 を め ぐる 報 道 は 、身 近 な 不公 平 へ の 気づ き と発

信を 促 し た可 能 性 が あり 、 清 張に も 恰 好 の物 語 素 材を 提 供 し たも の と思

われ る 。 とこ ろ が 、 高度 経 済 成長 に よ っ て、 差 別 は解 消 さ れ るど こ ろ

か、 経 済 格差 を 生 む とい う 形 でさ ら に 助 長さ れ て いっ た 。 社 会派 推 理小

説が 《 不 公平 な 世 の 中に 生 き る弱 者 》 に 焦点 を 当 てて い た 背 景に は 、こ

のよ う な 時代 状 況 が 関係 し て いた も の と 考え ら れ る。  

 

以上 、 第 1 章 と 第 2 章を 通 し て、 新 社 会 派文 学 と 社会 派 推 理 小説 と

いう 、 2 つ の「 社 会 派」 文 学 につ い て 探 求し て き た。 概 し て 、両 者 は 、

社会 の 中 の弱 者 に 焦 点を 当 て た、 リ ア リ ズム の 文 学で あ っ た と言 え る 。

物語 を リ アル に し て いた の は 、作 者 に よ る入 念 な 下調 べ で あ った 。  

とこ ろ で 、 1960 年 代と 言 え ば、 す で に テレ ビ ジ ョン 放 送 が 開始 さ れ

てい た 時 期で も あ る 。「 社 会派 」 の テレ ビ番 組 も 、も ち ろ ん 存在 し て い

る。 で は、「 社 会派 」の テ レ ビ番 組 に は どの よ う なも の が あ り、 そ れ は

時代 を ど う映 し て い たの か 。 ここ か ら は 、そ う し た事 柄 に つ いて 探 求し

てい く 。  

第 3 章  社会派作品のそれから  

 

1960 年 代か ら 、 社 会派 推 理 小説 と い う 語の 中 で 用い ら れ る こと が 多

くな っ た 「社 会 派 」 とい う 言 葉は 、 時 を 同じ く し て、「 社会 派ド ラ マ 」

とい う 語 の一 部 と し ても 数 多 く用 い ら れ るよ う に なっ た 。 (図表 2)は、

『読 売 新 聞』 の 中 で 、「 社 会派 推 理 小説 」と い う 言葉 と 「 社 会派 ド ラ

マ」 と い う言 葉 が 登 場し た 回 数の 推 移 を 表し て い る。 両 者 は 2000 年 代
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まで 拮 抗 して い た が 、 2010 年代 に な る と「 社 会 派ド ラ マ 」 が「 社 会 派

推理 小 説 」を 圧 倒 す るよ う に なっ た 。 こ こか ら 、 小説 と い う メデ ィ アだ

けで な く 、テ レ ビ (ドラ マ )と い う メデ ィア も 「 社会 派 」 の 表現 の 主 要な

舞台 で あ った こ と が 伺え る 。  

(図 表 2) 

 

 以 上 の こと か ら 、 本章 で は 、 1960 年 代以 降 の 「社 会 派 」 ドラ マ の 特

徴に つ い て探 求 し て いく 。 併 せて 、「社 会派 」 ド ラマ と 時 代 背景 と の 関

係性 に つ いて も 考 察 して い く 。ま ず 、 第 1 節 で は、「 社会 派」 作 品 のド

ラマ 化 の 端緒 を 開 い たと 考 え られ る 、 松 本清 張 の 社会 派 推 理 小説 と その

ドラ マ 化 作品 に つ い て述 べ て いく 。 つ づ く第 2 節 では 、 1970 年 代の 社

会派 ド ラ マに つ い て 触れ 、 第 3 節 で 高 度 成長 の 負 の遺 産 と の 関係 性 につ

いて 考 察 して い く 。 そし て 最 後に 、 テ レ ビ進 出 を 機に 社 会 派 作品 が 変容

して し ま った 理 由 に つい て 考 察す る 。  
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第 1 節  清張・社 会派推理小 説のテ レビ進出  

 

 本節では、前章で扱ってきた、松本清張の社会派推理小説を原作

とするテレビドラマと、主に、テレビに関する時代背景との関係性

について考察していく。  

 テレビドラマに「社会派」の系譜を築き上げたのは、松本清張だ

と見て間違いないだろう 。生前も死後も、これほど著作がドラマ化

される作家は、 他にはいない。清張作品のドラマ化の頻度につい

て、奈落一騎 (2007)は 次 の ように述べている。  

 

 じつは、 50 年 代 (引 用 者 注 -「 1950 年代」のこと。「点と線」「眼の

壁」が発表され、ヒットしたのが 1958 年のことだったので、 50 年

代末と言った方が正確か。 ) に松本清張がベストセラー作家にな

って以来、約半世紀、清張作品がドラマ化されなかった年は、ほ

とんどないのである (厳 密には 74 年のみ制作されなかったよう

だ )。 (37) 

 

 つまり、 20 世紀後半においては、「清張ドラマ」はほぼ毎年制作さ

れていたという  

ことになる。これは、驚くべき頻度だと言えよう。  

 では、なぜ清張作品は、これほどまで高頻度にドラマ化されてき

たのだろうか 。ここでは、テレビが普及して間もない (または、普及

中の )1960 年 代に限定してその理由を考えてみたい。  

 松本清張原作の社会派ドラマ (以下、「清張・社会派ドラマ」と称

する。 )に 関 す る 考 察 を 始 める前に、まずは、 1960 年代のテレビに関
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する時代背景について、確認しておきたい。  

 1960 年 代 は 、 急 速 な 経 済 成長の時代であるとともに 、テレビが急

激に普及した時代でもあった 。テレビジョン放送は、すでに 1953 年

に開始されていたが、 受 信 機 (テレビ本体 )の普及は、これにやや遅

れを取る形で進んだ。ただし、その勢いはすさまじかった。 1957 年

(昭和 32 年 )頃 か ら 普 及 が 始まった白黒テレビは、 1964 年 (昭和 39 年

頃 )には、 90％ の 家 庭 に 存 在していた (38)。テレビ放送が開始され、

各家庭に受信機が普及したことで、テレビの視聴時間も順調に伸び

て行った。 1960(昭 和 35)年、平日平均 2 時間 8 分だったテレビ視聴

時間は、 1965(昭和 40)年 に は 3 時間台に 達している (39)。清張が社

会派推理小説作家として名を挙げ、活躍していった時代は、このよ

うな時代であったのだ。  

 では、この頃、テレビをよく見ていたのは、どんな人たちだった

のだろうか。 そ れ は 、 女 性 たち、とりわけ専業主婦の人たちであっ

た。 (次頁 ・ 図表 3)が示すように、専業主婦 (グラフ内では「家庭婦

人」と表記 )の テ レ ビ の 視 聴時間は、 1960 年代後半を通して 4 時間を

超えている (40)。ちなみに、この頃、 15 歳以上の女性の約 35％、人

数にしておよそ 1200 万人にも上る人たちが専業主婦であった (41)。

彼女たちが、テレビの主たる視聴者だったことは間違いない。民間

のテレビ局が利益を上げるために、女性、中でも専業主婦の女性の

関心を引く番組作りが重要になってくることは、言うまでもないだ

ろう。  
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(図 表 3) 

性別 ・ 年 代別 ・ 職 業 別テ レ ビ 視聴 時 間 (平日 ) 

郵 政 省 (編 )(1974)『 通 信 白 書  昭 和 4 8 年 版 』 大 蔵 省 印 刷 局 、 5 9 ペ ー ジ 、 第

2-1-9 図 よ り 引 用 。  

 

 ところで、《享受者 (読 者 )としての女性》は、作家・松本清張を語

る上での、一つのキーワードでもある。 それは、松本清張が、女性

たちが推理小説を読むようにな った「きっかけ」を作った人物だか

らである。清張について紹介している『毎日新聞』の記事には、そ

のことが次のように紹介されている。  

 

 松本清張の出現によって、ミステリーの社会性がひらかれ、それ
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まであまりタンテイ小説 (引用者注 -探偵小説は推理小説と同義で

ある )を 読 ま な か っ た 女 性層までがファンにくわわり、いわゆる清

張ブームがおこったのは、昭和 33、 4 年ごろのことである。 (42) 

 

 つまり、清張が社会派推理小説と称されることになる一連の小説

を著したことで、女性たちがミステリー小説の読者になり始めたと

いうことなのである。  

 「清張ブームがおこった」と言われている昭和 33 年・ 34 年は、

「社会派推理小説の代表作」とも言われる 4 作品のうち、「砂の器」

以外の 3 作品、「点と線」「眼の壁」「ゼロの焦点」が発表されていた

年でもある。  

 その「清張ブーム」、とりわけ女性たちの間でのブームがどれだけ

すさまじいものだったかは、木々高太郎による以下の言説から伺い

知ることができる。 昭和 33 年 4 月 3 日の「読売新聞 」夕刊に掲載さ

れたものである。  

 

 南俊子 (映 画 評 論 家 )の 話 によると、最近は推理小説を愛読する女

性が大へんふえて来て、恐らく男の読者をはるかに凌駕 (りょう

が )しよ う と し て い る 。 映画なぞも女性犯罪ものがぞくぞく輸入さ

れるようになった。 (43) 

 

 すなわち、「清張ブーム」によって、それまでほとんど推理小説を

読まなかった女性たちは、《マジョリティーの読者》にまで成り上が

ったのだ。そ の 影 響 は 、 文 学の世界だけに留まらず、「映画」という

映像の世界にまで及んでいたという。  
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 ここに、「松本清張作品はなぜ高頻度でドラマ化 されるのか」とい

う問いに対する一つの答えを見出す事ができる 。それは、社会派推

理小説の主たる読者が、テレビの熱心な視聴者である「女性」だっ

たからである。女性ウケのよいドラマを作り、高視聴率を取ること

ができれば、スポンサーからの信頼も増し、将来的にはより多くの

広告収入を得られる可能性がある。テレビ局が利益を得る手段とし

て、清張・社会派ドラマは非常に有用だったのである。  

 清張の社会派推理小説がドラマ化されやすい理由は、視聴者側だ

けでなく、制作者側にも存在していた。  

 ドラマ化以前の、脚本化のしやすさもその一つで ある。脚本家で

映画監督でもあった橋本忍は、清張作品について次のような所感を

述べている。  

 

 (前略 )清張さんの作品というのは、非常に書きやすいんですね。

実に映像化に向いていたと思います。タイトルのつけかたも非常

に上手でしたしね。脚本にしやすかったですよ。 (44) 

 

 清張作品は、脚本化しやすく、タイトルもそのまま流用できそう

なキャッチ―なものだったので、利用しやすかったと言えそうだ。  

 また、奈落一騎は、「舞台背景としての『社会』と、個々の人間た

ちの『落差』の両方が明確にあること」 (45)が、清張作品がドラマ

化されやすい理由だとしている 。個々の人間たちの「落差」が明確

に描かれていることが、《ドラマ化されやすさ》とどう関連している

のか。奈落は次のように説明している。  
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 (前略 )ドラマ (物 語 )と は 、マイナスの者がプラスになること、プ

ラスの者がマイナスに転落すること、あるいはプラスの者とマイ

ナスの者の軋轢・葛藤によって初めて生まれる。 (46) 

 

 つまり、奈落は、ドラマというのは、人と人との間の差異 (身分や

地位、心情、性格等 )が あ って初めて成立するものであり、清張作品

にはそれが明確に描かれていたので、テレビドラマにしやすかった

のだ、というのである。  

 橋本が「映像化に向いていた」「脚本にしやすかった」と述べてい

た理由も、この辺りに見出すことができそうだ。  

 ここまでを総括すると、清張作品が頻繁にドラマ化された理由

は、二つあると言える。 一つは、清張・社会派推理小説の読者層

が、テレビの熱心な視聴者層でもある「女性」と重なっており、テ

レビ局にとって、清張作 品を使った番組を作ることにはメリットが

あったということである。そしてもう一つは、清張・社会派推理小

説が、舞台背景としての社会、そしてそこで生きる人々の様々なレ

ベルでの差異を描き込んでいたことが、脚本化・映像化を容易にし

ていたということであった。  

 こうした理由から、 1991 年に、堀川とんこうが「或る『小倉日

記』伝」をドラマ化する頃には、「すでに清張ドラマは視聴率保証マ

ーク付きという訳で、おびただしい数の清張ものが作られてきた」

(47)という状況になっていたのであった。  

 では、清張・社会派推理小説なら何でもドラマ化されてきたかと

いうと、決してそうではない。 10 回以上映像化されている作品もあ

れば、映画にもドラマにもなったことのない作品も存在している。
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それでは、《視聴率保証マーク付き》にも関わらず、映像化されてこ

なかった作品とは、どのようなものなのだろうか。  

 (図表 4)は、清張作品のうち、時代が昭和に設定されていて、かつ

映像化されていないものの一部を示したものである。表の右端に

は、作品の大まかなテーマを記している。  

 

 

 

 

 

 

 

(図表 4) 

選挙や税務に関わる不正。テレビの 視聴率調査に関わる不正。天

皇家や新興宗教に関するものなど、どれも骨太で、視聴者の関心を

引くには十分そうなものである。にもかかわらず、これらの作品が

全く映像化されてこなかったのは、なぜなのだろうか。  

 それは、テレビ局が《自主規制》してきたからに他ならないだろ

う。テレビの視聴率調査に関する不正を扱った「渦」が映像化され

てこなかったのは、言わずもがなであるが、テレビ局が詳らかにし

たくない内容だったからだろう。また、広告主 (スポンサー )の資金

提供あってこそのテレビ局なので、資金提供してくれそうな大企業

の闇を遠かれ 近かれ暴き出す「湖底の光芒」のような作品も、なる

べくなら扱いたくないのが本音に違いない。さらに、テレビ局は、

国から認可を得なければ営業できない認可事業のため、国を敵に回
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すような作品も作りたくないのだろう。選挙違反や税務の腐敗に関

係するような「不安な演奏」「網」「歪んだ複写」も映像化の対象外

となってきている。小説化はされても、ドラマ化・映画化はされな

い。そうした、作品間の《差》が、清張作品には歴然として存在し

ている。  

小説からドラマになる時、 社会派作品は、《テレビ局にとって不利

にならないか》という基準による一 種の 審査にかけられていたと言

えるだろう。「不合格」になった作品は、映像化されない。小説で描

ける「社会」と、テレビドラマで描ける「社会」は明白に違うの

だ。  

テレビという、人々の日常に深く浸透しているメディアから「は

じかれた」表内の作品は、今やほとんど認知されていない。清張作

品と聞いて人々が思い浮かべるのは、ほとんどが映像化された作品

ではなかろうか。そうして、《テレビでも流せないような》事実を含

んだ作品は、人々の目から遠ざけられ、忘れ去られていく。いつの

間にか、小説というテレビより制約の少ないメディアで描かれる 社

会が《テレビ仕様》にダウンサイズしても、誰にも気づけなくなっ

てしまいはしないだろうか。  

テレビ進出を果たしたことで、清張作品は、清張亡き後まで享受

されるほどの躍進を遂げた。 けれどもそれは、政治や宗教や宮家、

そしてテレビそのものに関する不正など、《テレビ局が不利になりそ

うな表現》を代償にしてのことだった。そして、下請けいじめも、

選挙や税にまつわる不正もない、テレビ視聴率も公正公平に計られ

ている《クリーンなドラマ世界》を、今日の私たちは享受してい

る。  
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以上、ここまで、清張・社会派 推理 小説作品とそのドラマ化につ

いて、 1960 年 代 を 中 心 に 述 べてきた 。  

最後に、 1960 年代の「社会派」ドラマの中で、清張・社会派ドラ

マは例外的存在だったことを補記して、本節を閉じたい。  

清張・社会派ドラマ が矢継ぎ早に創られていったという事実は、

1960 年代当時、「社会派」ドラマが広く人々に受け容れられていたと

いうことを意味してはいない。 むしろ、テレビ放送開始間もないこ

の時期から、「社会派」ドラマは振るわなかったという事実がある。

たとえば、 1969 年 の TBS 系「孤独のメス」というドラマは、東京の

下町の救急病院を舞台に医師と患者の心の交流を描く、という内容

のものだが、 26 回予定されていた放送が 14 回目で打ち切りになって

しまった。理由は、視聴率の振るわなさだという (48)。他にも、

1960 年代 の 「 社 会 派 ド ラ マ 」に 関する新聞見出しには、「低調な社会

派ドラマ」「なぜ育たぬ ” 社会派ドラマ“」 (いずれも「読売新聞」 )

といったものが散見される。清張・社会派推理ドラマは、同時代の

社会派ドラマの中でも、例外中の例外だったと言うことができるだ

ろう。  

 では、高度経済成長期が崩壊を迎える 1970 年代には、社会派ドラ

マはどのようになって行くのだろうか。  

 

第 2 節  1970 年代の社会派ドラ マ  

――「社会 問題ド ラマ」への 変容― ―  

 

 前 節 で は、 1960 年頃 か ら 清張 作 品 が 頻繁 に ド ラマ 化 さ れ てき た 理 由

につ い て 、主 に 当 時 のテ レ ビ の普 及 状 況 や視 聴 者 像を も と に 探究 し てき
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た 。  

本節 で は 、清 張 作 品 ドラ マ 化 を一 つ の 契 機と し て 、テ レ ビ ド ラマ 界

に「 社 会 派」 作 品 が 導入 さ れ た後 の 時 代 、す な わち 1970 年 代頃 の 社 会

派ド ラ マ につ い て 探 求し て い く。 具 体 的 には 、 次 の三 つ の 事 がら に つい

て考 察 し てい く 。 一 つ目 は 、 1970 年 代 の社 会 派 ドラ マ は 、 どの よ う に

なっ て い たの か 。  二つ 目 は 、 1970 年 代頃 の 社 会派 ド ラ マ は、 時 代 を反

映し て い たの か 。 三 つ目 は 、 表現 様 式 が 「小 説 」 から 「 ド ラ マ」 に なっ

たこ と で 、社 会 派 作 品の 特 徴 は大 き く 変 化し た の か、 で あ る 。  

 は じ め に、 1970 年代 の 社 会派 ド ラ マ につ い て 概観 す る 。 1970 年 代、

社会 派 ド ラマ は ど う なっ て い たの だ ろ う か。 大 き く分 け て 、 次の 2 つの

傾向 が 見 られ る 。  

 1970 年代 の 社 会 派ド ラ マ にお け る 傾 向の 一 つ 目は 、 人 気 作品 の 継 承

であ る 。 たと え ば 、 日本 教 育 テレ ビ (現 テレ ビ 朝 日 )に よる ドラ マ 「 判

決」 は 、 1962 年 か ら 1966 年 に か けて 全 200 回 放送 さ れ た 長寿 ド ラ マで

あ り 、「『 社会 派 ド ラ マ』 の 代 表的 一 作 」 (49)と も 称さ れ て い る。 放 送内

容を め ぐ って 、 200 回中 20 回 も ト ラブ ルに 見 舞 われ 、 税 制 と教 科 書 問

題を 扱 っ た回 に つ い ては 、 放 送中 止 に 追 い込 ま れ た (50)。 視 聴率 が 低下

した と い う局 の 判 断 で、 200 回 目で 打 ち 切り に な った が 、 実 際に は 出 演

者・ 弁 護 士・ 放 送 作 家ら が 番 組継 続 を 求 めて 「 判 決を 守 る 会 」を 立 ち上

げる ほ ど の人 気 ぶ り であ っ た (51)。 結 局 、同 局 (正 確 に は、 日本 教 育 テ

レビ ・ NET が名 称 変 更し て で きた ANB。 現在 の テ レビ 朝 日 )は、 1978 年

か ら 79 年 に か けて 同作 を リ メイ ク し 、 放送 し て いる 。 視 聴 率が 取 れ る

だろ う 、 とい う 見 込 みあ っ て こそ の こ と だっ た だ ろう 。  

その 他 に 、 1961 年 の放 送 開 始以 降 、 1969 年 ま で続 い た TBS 系 「七 人

の刑 事 」も 1973 年 から 数 回 にわ た る 特 別編 放 送 を経 て 、 1978 年 に 続編
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が放 送 さ れて い る 。  

「判 決 」 も「 七 人 の 刑事 」 も 、犯 罪 が 絡 む社 会 派 作品 だ と い うこ と

が、 清 張 ・社 会 派 ド ラマ と 共 通し て い て 興味 深 い 。  

1970 年 代の 社 会 派 ドラ マ に おけ る 傾 向 の 二 つ 目 は、 作 品 の 多様 化 で

あ る 。 よ り詳 細 に は 、「 テ ーマ の 多 様化 」と 「 掛 け合 わ せ の 多様 化 」 が

起き て い たと 言 え る 。  

 ま ず 、「 テ ー マの 多様 化 」 につ い て 述 べて い く 。  

1970 年 代に 、 社 会 派ド ラ マ とし て 取 り 上げ ら れ てい る 作 品 の中 に

は、 戦 争 (内 戦 を含 む )が 深く 関 係 して いる も の が少 な く な い。 沖 縄 問題

をテ ー マ の一 つ に 据 えた 東 海 テレ ビ の 「 散り ぬ る を」、 ハワ イの 日 本 人

捕虜 収 容 所で の 出 来 事を 描 い たド キ ュ メ ンタ リ ー ドラ マ 「 太 平洋 の 生還

者」 な ど がそ の 例 で ある 。 ち なみ に 、 5 年遡 っ て 1965 年に は、 山 中 峰

太郎 原 作 、中 国 の 「 第二 革 命 」に 身 を 投 じた 青 年 たち の 姿 を 描い た 「ア

ジア の 曙 」が 放 送 さ れて い る 。戦 争 を 描 いた 作 品 が、 社 会 派 ドラ マ の一

部と し て 認識 さ れ て いた と い う事 実 は 、 大変 興 味 深い 。  

 ま た 、 この 頃 の 社 会派 ド ラ マは 、 様 々 な社 会 問 題を テ ー マ とし て い

た。 父 子 間の 家 族 問 題を 描 い た「 君 は 海 を見 た か」。 同 じ家 族問 題 で

も、 お 年 寄り と の 関 係性 に 焦 点を 当 て た 「ひ か り の中 の 海」。登 校 拒 否

をテ ー マ とし た 「 ぼ くど う し たら い い の 」。 他 にも 、 安 楽死 ・尊 厳 死 や

身障 者 福 祉、 報 道 の あり 方 な ど 、 複 数 の 社会 問 題 を折 り 込 ん で 1977 年

に制 作 さ れた 「 太 陽 を見 ず 」。 安 楽 死・ 尊厳 死 は 、ア メ リ カ で、 事 実 上

「死 ぬ 権 利」 を 認 め る判 決 が 下さ れ た 直 後と あ り 、ホ ッ ト ト ピッ ク であ

った ら し い。  

 戦 争 、 家族 、 登 校 拒否 、 報 道の あ り 方 、身 障 者 福祉 に 、 安 楽死 ・ 尊厳

死 。《 高学 歴 サ ラリ ーマ ン の 生き づ ら さ 》が ほ ぼ 唯一 の テ ー マだ っ た
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「新 社 会 派文 学 」 の 頃と 比 べ ると 、 1970 年 代の 社 会派 ド ラ マの テ ー マ

は、 か な り多 様 化 し たと 言 え よう 。  

 多 様 化 した の は 、 テー マ だ けで は な い 。「 掛 け合 わ せ 」も 多様 化 し て

いる 。 こ れま で 、 ヒ ット し て きた 社 会 派 ドラ マ と 言え ば 、「 犯罪 (サス ペ

ン ス )×社会 派 」 と いう 組 み 合わ せ の も のが ほ と んど だ っ た 。し か し 、

たと え ば 、先 に 挙 げ た「 散 り ぬる を 」 は 「 ” 社 会 派メ ロ ” 」 (52)す なわ

ち「 恋 愛×社 会派 」 の組 合 せ であ る し、「君 は 海 を見 た か 」 は「 ホ ー ム

ドラ マ×社 会 派」 の 掛け 合 わ せで で き て いる 。  

 こ の よ うな 掛 け 合 わせ の 多 様化 は 、 な ぜ起 き た のか 。“社 会派 メ ロ ”

誕生 の 理 由に つ い て 、新 聞 記 事の 著 者 は 「メ ロ ド ラマ も い ろ いろ 形 を変

えな い と 視聴 者 に あ きら れ て しま う 」 (53)か ら だ と推 測 し て いる 。 つま

り、 ピ ザ にタ バ ス コ を振 り か けて 味 を 変 える よ う に、 恋 愛 ド ラマ や ホー

ムド ラ マ とい っ た 《 定番 番 組 》に 「 社 会 派」 の 要 素を 加 え る こと で 、他

との 差 異 化を 図 る 試 みが な さ れて い た と 言え よ う 。  

 で は 、 1970 年 代 の「 社 会 派」 ド ラ マ は、 そ れ まで の 「 社 会派 」 作 品

と全 く 趣 を異 に し て いる と 言 える の だ ろ うか 。 言 い換 え る な ら、 こ こで

の「 社 会 派 」 の 意 味 は、 そ れ まで と 全 く 違っ た も のに な っ た と言 え るの

だろ う か 。い や 、 こ こま で で 取り 上 げ て きた よ う なド ラ マ 群 も、《 弱者

に焦 点 を 当て る 》 と いう 意 味 で、 1930 年代 の 「 新社 会 派 文 学」 や 1960

年代 の 「 社会 派 推 理 小説 」 と 通底 し て い る。 こ れ は、 社 会 派 ドラ マ とし

て位 置 づ けら れ た 戦 争も の の 作品 に も 当 ては ま る こと で あ る 。な ぜ な

ら、 こ れ らは す べ て 、 物 語 の 舞台 に お け る弱 者 、 被支 配 者 で あり 、 捕虜

であ り 、 敗北 者 を 描 いて い る ので あ っ て 、《 弱 者に 焦 点 を当 てる 》 と い

う特 徴 を 持っ た 「 社 会派 」 作 品の 理 念 に 適う か ら であ る 。  

 た だ 、 いわ ゆ る 「 社会 問 題 」を 扱 う 作 品が 「 社 会派 」 作 品 の多 く を占
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める よ う にな っ た と いう こ と は、 こ の 時 代に お け る大 き な 変 化だ っ たと

言え よ う 。 顕 在 化 し てい る 「 社会 問 題 」 を描 き 込 んだ 作 品 で あれ ば 、た

とえ 恋 愛 ドラ マ が ベ ース と な って い よ う とも 、 ホ ーム ド ラ マ がベ ー スと

なっ て い よう と も、「社 会 派 」ド ラ マ と 呼ば れ る よう に な っ た こ と は 、

注目 に 値 する 。 そ れ まで 、 作 品の 内 容 や 性質 を 表 して い た (「ピ ザ 」 だ

っ た )「社 会 派 」は 、作 品 の 要素 (「タ バス コ 」 がか か っ て いる )に変 化

した の だ 。 た だ 、「 戦争 」 が テー マ の ド ラマ も 「 社会 派 」 で 括ら れ て い

たこ と か らも わ か る よう に 、「 社 会 派」 作品 の 本 質は 決 し て 《社 会 問 題

を扱 っ て いる こ と 》 では な い 。そ れ は 、 この 時 代 でも 変 わ っ てい な かっ

たと い う こと を 付 言 して お く 。  

 

第 3 節  描かれな かった高度 成長の 負の遺産  

 

 こ こ で は、 1970 年頃 の 社 会派 ド ラ マ が「 時 代 を映 し て い たか 」 に つ

いて 考 え てい き た い 。結 論 か ら言 え ば 、 部分 的 に は映 し て い た、 と いう

こと に な ろう 。 た だ し、 清 張 ・社 会 派 推 理小 説 の 《部 分 的 》 とは 様 相が

異な っ て いる よ う に 思わ れ る 。  

 清 張 ・ 社会 派 推 理 小説 は 、 時代 の 「 影 」の 部 分 を切 り 取 る こと に 特徴

があ っ た 。 栄 達 を 極 め、 カ ネ を儲 け る こ とが 至 上 価値 で あ っ た時 代 にあ

りな が ら 、清 張 は 決 して 、 そ うし た 意 味 での 成 功 者を 主 要 登 場人 物 に据

えな か っ た。 女 性 や 貧農 の 子 、ハ ン セ ン 病の 子 と いっ た 社 会 の中 で の 弱

者に こ そ スポ ッ ト ラ イト を 当 て、 彼 ら が 犯罪 に 手 を染 め る こ とで 身 を滅

ぼし て い く様 を 描 い た。 強 者 が弱 者 に と って の 救 済者 と な る こと は な

く 、 経 済 成長 に よ っ て豊 か に なっ て 行 く 世の 中 が 幸福 で 満 ち てい る よう

に描 か れ てい る こ と はな か っ た。 そ う し た意 味 で 、清 張 が 描 いた 時 代
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は 、《 時代 に 取 り残 され た 者 の視 点 か ら 見え る 景 色》 に 固 定 され て い た

と言 え る 。  

 1970 年代 の 「 社 会派 ド ラ マ」 の 時 代 の切 り 取 り方 は 、 こ れと は 違 っ

てい る 。《 取 り 上げ られ て い るこ と 》 と 《そ う で ない こ と 》 は別 の 観 点

か ら 分 け られ て い る のだ 。  

 《 取 り 上げ ら れ て いる こ と 》の 例 と し ては 、 先 にも 確 認 し たよ う に、

安楽 死 ・ 尊厳 死 の 問 題、 経 済 発展 に よ る 家族 関 係 の変 化 、 第 二次 世 界大

戦の 余 波 など が あ る 。  

 と こ ろ で、 こ の 頃 世を 騒 が せて い た 戦 争と い え ば、 第 二 次 世界 大 戦よ

り も ベ ト ナム 戦 争 で はな か ろ うか 。 海 外 の出 来 事 だっ た と は いえ 、 決し

て認 知 度 は低 く な か った は ず であ る 。 け れど も 、 1970 年 代 にお け る ベ

トナ ム 戦 争を テ ー マ とし た ド ラマ は 、 管 見の 限 り では 存 在 し ない 。 1960

年代 に は 、ベ ト ナ ム 戦争 を 扱 った ド ラ マ が単 発 で 2 本 ・ 連 続 で 1 本 制作

され て い るが 、 そ の 中の 一 つ 「鳥 が … … 」 (TBS 系 )制作 に あ たっ て は 、

「台 詞 の 中の 『 ベ ト ナム 戦 争 』と い う 言 葉が 上 層 部か ら カ ッ トを 命 じら

れた と い う」 (54)有 り様 で あ った 。  

 ま た 、 1970 年 代 と言 え ば 、空 港 建 設 をめ ぐ っ て成 田 (三 里塚 )闘争 が

繰り 広 げ られ て い た 時期 で も ある が 、 こ ちら も ス ルー さ れ て いる 。  

 1970 年代 と 言 え ば、「 四大 公 害 病」 をめ ぐ る 裁判 が 結 審 して い っ た時

期で も あ り、 環 境 問 題や 公 害 も一 つ の ホ ット ト ピ ック だ っ た 時代 で あ

る。 実 際 に、 朝 日 新 聞社 発 行 の『 朝 日 ク ロニ ク ル 20 世 紀』 には 、 次 の

よう な 記 述が あ る 。  

 

 1970 年と い う 年 は、 公 害 ・環 境 問 題 が「 大 爆 発」 し た 年 であ る 。「 爆

発」 と い う言 葉 が 適 切さ を 欠 くと し た ら 、「 燎 原の 火 の よう に」 燃 え
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広が っ た 年だ っ た と いっ て も いい 。 /ど れほ ど 燃 え広 が っ た か、 マ ス

メデ ィ ア の報 道 が 端 的に 表 し てい る と い えよ う 。 極論 す れ ば 、新

聞・ テ レ ビは 、 来 る 日も 来 る 日も 、 公 害 ・環 境 問 題を 報 じ た 。 (55) 

 

 つ ま り 、 1970 年 とい う 年 をき っ か け に、 公 害 や環 境 問 題 はメ デ ィ ア

が連 日 報 道す る  

ほど の 一 大問 題 と な って い た わけ で あ る 。  

 と こ ろ が、 公 害 問 題を 扱 っ たド ラ マ の 制作 数 は 微々 た る も ので あ る。

しか も 、「 公 害 」と いう 、 否 が応 で も 犠 牲者 (社会 の 中 での 弱者 )を生 み

出す 事 が らを 扱 っ て いる に も かか わ ら ず 、「 社 会派 ド ラ マ」 とし て 新 聞

記事 に 取 り立 て て 掲 載さ れ る こと す ら し てい な い もの ば か り だ。 こ のよ

うな 作 品 の具 体 例 と して 考 え られ る の は 、い ず れ も単 発 作 品 で、「 部長

刑事 」 シ リー ズ 第 616 回 の 「公 害 列 島」、 NHK 制 作 「街 の 息 子た ち へ」、

東京 都 教 育庁 が 制 作 に携 わ っ てい る 「 い つか あ る 時」 シ リ ー ズの う ち 2

回と 「 幸 福の 代 償」。そ し て 、特 撮 ド ラ マ (連 続 )の「 宇 宙 猿 人ゴ リ 」 で

ある 。 こ の作 品 は 、 地球 支 配 を目 論 ん で 「公 害 怪 獣」 を 送 り 込む 悪 玉

「ゴ リ 」 と正 義 の 味 方「 ス ペ クト ル マ ン 」が 闘 う とい う 一 風 変わ っ た

《ヒ ー ロ ーも の 》 で ある 。  

 と こ ろ で、 1957 年・ 1962 年 に は 、 公害 を 絡 めた 水 上 勉 原作 の サ スペ

ンス 「 海 の牙 」 と そ のリ メ イ ク版 で あ る 「怒 り の 街」 が NHK で放 送 され

てい る 。 はる ば る 宇 宙か ら 「 公害 怪 獣 」 にお 越 し いた だ か な くと も 、公

害を 大 き くド ラ マ に 取り 込 む こと は 可 能 だっ た は ずで あ る 。 にも か かわ

らず 、 公 害・ 環 境 問 題が 「 大 爆発 」 し た 1970 年 以 降 、こ の問 題 に 焦点

を当 て た 実写 ド ラ マ 作品 が ほ とん ど 作 ら れな か っ たこ と が 、 偶然 だ とは

思わ れ な い。  
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 公 害 は 、企 業 活 動 の副 産 物 であ る こ と が少 な く ない 。 あ る 時は 、 排水

中の 有 機 水銀 が 原 因 で、 あ る 時は 自 動 車 から の 排 気ガ ス が 原 因で 、 公害

や環 境 問 題が 起 こ る 。そ の 原 因を 作 り 出 した 企 業 は、 テ レ ビ 局の 主 要な

スポ ン サ ーか も し れ ない し 、 その ス ポ ン サー に と って 重 要 な 企業 か もし

れな い 。 少な く と も 、 NHK 除 く 民放 各 社 が《 公 害 を描 け な か った 》 の

は、 テ レ ビ局 の 収 益 構造 上 当 然の こ と だ った の か もし れ な い 。  

 総 括 す ると 、 次 の よう な こ とが 言 え る だろ う 。 1970 年 代 の「 社 会 派

ドラ マ 」 は、 当 時 の 社会 を 一 部は 映 し て いた 。 リ アリ ズ ム が 特徴 の 「社

会派 」 作 品と し て は 、当 然 の こと で あ る 。た だ し 、高 度 成 長 の負 の 遺産

はほ と ん ど映 さ な か った 。 そ れが 、 制 作 者た る テ レビ 局 に と って 不 利に

なる こ と だっ た か ら だ。 小 説 から テ レ ビ へ、 制 作 者に 利 益 を もた ら す存

在が 享 受 者か ら 企 業 へと 変 化 した こ と で 、失 わ れ た表 現 が た しか に 存在

して い た 。  

 

第 4 節  誰が社会 派ドラマを 変えた のか  

 

 メ デ ィ アが 小 説 か らテ レ ビ (ド ラ マ )へ と変 化 し ても 、「社 会派 」 作 品

を貫 く 特 徴、 す な わ ち、 リ ア リズ ム を 基 調と し 、 弱者 に 焦 点 を当 て た展

開を し て いく こ と に は変 化 が 見ら れ な か った 。 し かし 、 享 受 者か ら では

なく 、 広 告を 出 し て くれ る 《 企業 》 か ら 儲け を 得 てい る 、 政 府か ら の認

可事 業 者 の「 テ レ ビ 局」 が 制 作者 と な っ てい た た めに 、 同 じ 「社 会 派」

作品 で も 、ド ラ マ が 描 け る こ との 範 囲 は 狭く な っ てい た 。 特 定の 企 業や

政府 に と って 不 利 益 にな り そ うな こ と は 、全 く と 言っ て い い ほど 描 かれ

なく な っ てし ま っ た ので あ る 。  

 こ こ で は、「 社会 派」 ド ラ マの 特 徴 に つい て 、 当時 の 視 聴 者の 声 を も
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とに も う 少し 深 掘 り して い き たい 。 ま た 、「 社 会派 」 ド ラマ が「 社 会

派」 小 説 と 一 部 性 質 を異 に し てい た こ と につ い て 、テ レ ビ 局 の収 益 構造

以外 の 理 由を 探 究 し てみ た い 。  

 ま ず 、 1970 年 代 の社 会 派 ドラ マ の 特 徴に つ い て掘 り 下 げ てい く 。 先

に述 べ た よう に 、 制 作者 が テ レビ 局 へ と 移り 変 わ った こ と で 、描 か れる

内容 が 制 限さ れ た だ けで な く 、ど う や ら 「社 会 悪 のス テ レ オ タイ プ

化 」、 が起 き て いた よう だ 。  

 た と え ば、 あ る 視 聴者 の 男 性は 、 次 の よう な コ メン ト を 寄 せて い る。

記事 に は、「 気 どり だけ の 社 会派 ド ラ マ 」と い う タイ ト ル が 付け ら れ て

いた 。  

 

 近 ご ろ の現 代 も の のテ レ ビ ドラ マ を 見 てい る と 、ス ト ー リ ーに た とえ

ば悪 徳 企 業と 権 力 者 との 結 び つき 、 捨 て 子事 件 な どを 折 り 込 ませ て

いる が 、 はっ き り い って ど う もピ ン ト が 狂っ て い るよ う な 気 がす

る 。 /ドラ マ の 中に 、ひ ょ い とこ れ ら の こと を は さん で み て も、 真 の

風刺 に は なっ て い な いこ と を 知る べ き だ ろう 。 (略 )/も し 製
（ママ）

作者た

ちが 、 真 に現 代 の 社 会悪 に 取 り組 も う と いう 意 欲 があ る な ら ば、 ド

ラマ 全 体 の筋 に 骨 太 さを 入 れ てほ し い 。 (56) 

 

 す な わ ち、 こ の 男 性の 目 か らす る と、《近 頃 の ドラ マ は 、 あり が ち な

社会 悪 を 折り 込 ん で 「社 会 派 」を 装 っ て いる が 、 重要 な 点 が ズレ て い

て、 軽 薄 さす ら 感 じ る》 状 況 だっ た と い うこ と に なる 。  

ちな み に 、こ の 頃 「 捨て 子 事 件」 が 相 次 いで い た のは 事 実 で あり 、

1973 年 には 都 内 だ けで も 65 人 の 子ど もが 保 護 され て い た 。親 が 子 を捨

てる と い う衝 撃 的 な 事件 に つ いて は 、 新 聞で も 頻 繁に 取 り 上 げら れ てい

た 。 (57) 

ここ か ら 言え る の は 、 1970 年代 の 「 社 会派 」 ド ラマ は 、 清 張・ 社 会

派推 理 小 説や 新 社 会 派文 学 と は違 い 、《 あり が ち な事 件 の イ メー ジ 》 を

描く よ う にな っ た と いう こ と だ。 そ こ で は、 最 近 あっ た 事 件 (何 ら かの
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形で 犠 牲 者を 生 む も の )を 再現 し 、 本物 の事 件 を 視聴 者 に 想 起さ せ て い

る。 実 際 に起 き た こ とを 深 掘 りし て い る わけ で は ない の で 、 特定 の 企業

や個 人 ・ 政府 を う っ かり 非 難 して し ま う こと は な い。 詳 細 な 調査 を する

時間 を 省 くこ と で 制 作時 間 を 短縮 で き 、 いく つ も の番 組 で 使 いま わ すこ

とも で き る。 す ぐ に ・大 量 に ・ (ス ポン サー 降 板 等の リ ス ク から )安全

に 、 他 と は一 味 違 う 、少 し 「 ピリ 辛 」 の ドラ マ を 作れ る と い うわ け だ。  

 で は 、「 社 会 派」 作品 が 、 あり が ち な 社会 悪 を 表層 的 に 取 り込 ん だ も

のに な っ たの は 、 テ レビ 局 の 意向 だ け に よる も の だっ た の だ ろう か 。実

は、 視 聴 者、 そ し て 当時 の 政 府の 意 向 も 関係 し て いた 可 能 性 があ る 。  

 前 節 で 述べ た よ う に、 清 張 ・社 会 派 ド ラマ は 例 外的 に 視 聴 者を 集 めら

れた が 、 それ 以 外 の 社会 派 ド ラマ の 中 に は、 視 聴 率が ふ る わ なか っ たも

のも 少 な くな か っ た 。つ ま り 、視 聴 者 が 社会 派 ド ラマ に 興 味 を示 さ なか

った の で ある 。 社 会 派ド ラ マ 「判 決 」 の レギ ュ ラ ー作 家 で あ った 高 橋玄

洋は 、『朝 日 新 聞』 の記 事 の 中で 次 の よ うに 不 満 を漏 ら し て いる 。  

 

 「 近 ご ろは 視 聴 者 が拒 否 反 応を 示 す ん です 。 と くに 石 油 シ ョッ ク (引

用者 注 -1973 年 の 第 一次 オ イ ルシ ョ ッ ク )以 後 は暗 い も のは 見た く な

いと い う 気分 が 強 く なっ た 。」 (58) 

 

 視 聴 率 の振 る わ な さが 示 し てい る よ う に、 視 聴 者は 、 社 会 派ド ラ マの

よう な 《 暗い も の 》 を見 た く ない と 思 っ てい る 、 と高 橋 は 分 析し て いた

ので あ る 。  

 娯 楽 性 の高 い 、 視 聴し た 時 に愉 快 な 気 持ち に な れる 番 組 を 求め 、 どち

らか と 言 えば そ う で はな い 社 会派 ド ラ マ のよ う な 番組 を 、 視 聴者 は あま

り求 め て こな か っ た 。そ れ が 、社 会 派 ド ラマ を 変 質さ せ る 一 つの 要 因だ

った と も 考え ら れ る 。  

 政 府 か らの 干 渉 、 また 、 そ れに よ る 局 側の 自 主 規制 も 、 社 会派 ド ラマ

を変 質 さ せた 一 つ の 要因 だ と 言え よ う 。 表現 の 自 由、 検 閲 の 禁止 も 定め

られ て い る 「 日 本 国 憲法 」 が 施行 さ れ て から も 、 政府 に よ る 番組 の 内容

への 干 渉 は止 ん で い なか っ た 。た と え ば 、 1965 年の 「 ベ ト ナム 海 兵 大

隊戦 記 」 は、「 佐藤 内閣 の 橋 本官 房 長 官 が日 本 テ レビ 社 長 に 〈残 酷 す ぎ

る〉 と 電 話し た の で 第 2 部 ，第 3 部 の 放 送が 中 止 され た 」 (59)。 岡 村黎
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明 は 、 こ のよ う な ト ラブ ル は 1970 年代 には 起 こ りに く か っ たと し な が

らも 、 そ の理 由 に つ いて は 「 起こ ら な い よう に す る悪 い 意 味 での 〈 自主

規制 〉 や 管理 体 制 が 徹底 し た せい で あ っ たろ う 。」 (60)と推 測し て い

る。 こ れ は、 事 実 で あろ う と 思わ れ る 。 前出 の 高 橋は 、 こ う 証言 し てい

る 。  

 

 大 阪 の 局か ら 芸 術 祭参 加 作 品を 頼 ま れ 、四 日 市 の公 害 問 題 を取 り 上げ

よう と し たと こ ろ 「 テー マ を 聞い た と た んに 断 ら れた 」 し 、 ある 連

続ド ラ マ で戦 争 の 悲 惨さ を 強 調す る た め 原爆 の シ ーン を 思 い 切っ て

長く 取 り 入れ た と こ ろ「 暗 す ぎる 」 と ク レー ム が つい た 。 (61) 

 

 テ レ ビ 局の 〈 自 主 規制 〉 の 強さ が 伺 わ れる 。  

 け れ ど も、 そ の 責 任を テ レ ビ局 だ け に 求め る の は筋 違 い で あろ う 。こ

こで 、 最 も誤 っ た 態 度を と っ てい た の は 、明 ら か に政 府 で あ る。 前 述し

たよ う に 、国 か ら 免 許を 得 る こと で 初 め て活 動 が でき る テ レ ビ局 に とっ

て、 政 府 から の 干 渉 は、 今 後 の 活 動 資 格 を懸 け た 事実 上 の 脅 迫に 他 なら

ない 。 第 二次 世 界 大 戦の 教 訓 を踏 ま え 、 政府 は 《 検閲 》 と 遜 色な い 表現

規制 を 厳 に慎 み 、 表 現の 自 由 の保 障 に 努 めな け れ ばな ら な か った 。 戦時

の検 閲 の 経験 を 政 府 が 「 悪 用 」し た と い う事 実 は 、 大 変 由 々 しき も ので

ある と 言 わざ る を 得 ない 。  

 こ う し て、 法 を 守 れな い 政 府と 、 無 関 心だ っ た 視聴 者 と 、 忖度 に 徹し

たテ レ ビ 局の 三 者 に よっ て 、 ドラ マ 版 「 社会 派 」 作品 は 、 小 説の そ れと

比べ て 確 実に 抽 象 的 ・表 層 的 にな っ て い っ た 。 で は、 そ の 後 「社 会 派」

ドラ マ が どう な っ た のか 、 2020 年 代 に 入っ て か らの 近 況 を 眺め て み よ

う 。  

 

第 4 章  社会派作品のいま・これから  

 

 前 節 で は、 1970 年 代の 社 会 派ド ラ マ を もと に し て、そ れら が清 張・社

会派 推 理 小説 や 、 新 社会 派 文 学か ら な ぜ 、ど の よ うに 変 質 し てき た のか

につ い て 述べ て き た 。綿 密 な 調査 の 結 果 に基 づ い て、 社 会 の 中の 弱 者に

焦点 を 当 てる 物 語 を 作り 上 げ てき た そ れ まで と は 異な り 、1970 年 代 の社
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会派 ド ラ マに は 、 日 常的 に 報 道さ れ て い るよ う な 事件 、 中 で も直 接 的・

間接 的 に 犠牲 者 を 生 むも の を 《描 き 込 ん でい る 》 だけ と い う もの も あっ

たよ う だ 。そ れ は 、 政府 か ら の表 現 へ の 干渉 や 、 認可 取 り 消 しを 恐 れた

テレ ビ 局 の自 主 規 制 、視 聴 者 の《 重 い 》 内容 の 物 語へ の 「 拒 否反 応 」の

結果 に 他 なら な か っ た 。で は 、2020 年 代 には 社 会 派ド ラ マ は どう な って

いる の だ ろう か 。 そ して 、 今 後、 社 会 派 ドラ マ や 社会 派 小 説 はど の よう

にな っ て 行く の だ ろ うか 。 そ の展 望 を 述 べて い き たい 。  

 

第 1 節  社会派ド ラマの 現在  

 

 (図 表 5・次頁 )は 、朝 日・毎 日・読 売 のい ず れ かの 新 聞 、もし く は テレ

ビド ラ マ デー タ ベ ー スの 作 品 紹介 欄 の 中 で、 社 会 派ド ラ マ と して 紹 介さ

れて い た 作品 を ま と めた も の であ る 。 各 媒体 で 、 作品 が 紹 介 され て いれ

ば「 ○ 」、 さ れ てい なけ れ ば 「×」と 表 記さ れ て いる 。  
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(図表 5) 
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近年 の ド ラマ に つ い ては 、 テ レビ ド ラ マ デー タ ベ ース は 、 制 作局 の広

報資 料 を 引用 す る 形 で紹 介 し てい る 。 そ のた め 、 テレ ビ ド ラ マデ ー タベ

ース に 「 ○」 が 付 い てい る 作 品は 、 制 作 局が 意 識 して 作 り 上 げた 「 社会

派」 作 品 であ り 、 ま た、 そ れ を《 売 り 》 にし て い る作 品 で あ ると も 言え

るだ ろ う。(図 表 5)の中 で は、黄 色か 白 で塗 ら れ た作 品 が そ れに 当 た る。

よく 見 て みる と 、そ うし た 作 品を 積 極 的 に制 作 し てい る の は 、「 テ レ ビ東

京」 や 「 TOKYO MX」 とい っ た 地方 局 で あ って 、 メ ジャ ー な テ レビ 局 では

ない こ と がわ か る 。  

 ま た 、 朝日 ・ 毎 日 ・読 売 の 3 紙が 揃 っ て「 社 会 派ド ラ マ 」 とし て 紹介

して い る のは 、 新 聞 に掲 載 さ れた 11 作 品中 1 作品 の み だ とい う こ とが

わか る 。黄 色 く塗 ら れた 、 NHK の『 白 い 濁流 』だ け だ 。逆に 、他の 10 作

品に つ い ては 、 朝 日 か読 売 、 いず れ か の 新聞 の 1 紙 のみ に 掲 載さ れ てい

ると い う こと に な る 。  

 こ こ か らわ か る の は、 現 代 にお い て は 、あ る 作 品が 「 社 会 派」 か どう

かを 決 め てい る の は 、実 質 、書 き 手 個人 (また は 、彼・彼 女が 属す る 組 織 )

だと い う こと だ 。 そ うで な け れば 、 制 作 局や 新 聞 社の 間 で 、 ここ ま で意

見が 一 致 しな い と い うこ と は 起こ り 得 な いだ ろ う。そ れは 、もは や 、「社

会派 」 が 作品 ジ ャ ン ルと し て の機 能 を 失 った こ と を意 味 す る 。な ぜ 、そ

のよ う な こと が 起 こ り得 た の か。 そ れ は 、社 会 派 ドラ マ の 意 味が 、 1970

年代 の 変 容期 を 経 て 、「 現 実 の社 会 問 題 に重 き を おく 傾 向 」(62)の あ る作

品に ま で 変化 し た た めで あ ろ う。 重 き を 置く 傾 向 があ る 、 と 判断 さ れれ

ば何 で も「 社 会派 」にな り 得 る時 代 。そ れが 、《 2020 年 代＝ 今 》なの で あ

る 。  

 た だ 、1970 年 代 以 前の「 社 会 派 」作 品 の基 準 、《綿 密 な 調 査を も と に制

作さ れ 、 特に 社 会 の 中の 弱 者 に焦 点 を 当 てた リ ア リズ ム 作 品 》は 、 完全

に消 失 し たわ け で は ない よ う に思 わ れ る 。そ の 証 拠に 、 テ レ ビ局 は 、自

局が 制 作 した 作 品 の 宣伝 に 、 むや み に 「 社会 派 」 を連 発 し て いな い 。ま

た、 新 聞 社に よ っ て は、 作 品 紹介 に ほ と んど 「 社 会派 」 と い う言 葉 を使

って い な いと こ ろ も ある 。 明 確に 定 義 づ けら れ て こな か っ た とは い え、

かつ て の「 社会 派 」作品 の イ メー ジ や 、そこ か ら 想像 さ れ る とこ ろ の「 社

会派 」作品 の 基 準は 、今も 人 々 の中 に 残 り 続け て い るの で は な かろ う か。

こう し て 、制作 者 も 紹介 者 も 意見 が 一 致 する《 狭 義 の》社 会 派ド ラ マ と、
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必ず し も そう で は な い《広 義 の 》社 会 派 ドラ マ の 2 種 類 が 存 在す る《 2020

年代 ＝ 今 》を 迎 え て いる と も 言え る だ ろ う。  

 か つ て 、自 局 の 安 全と 引 き 換え に テ レ ビ局 が 手 放し た 、 狭 義の 社 会派

ドラ マ を 作り 、 放 送 する 権 利 。い ま 、 そ の権 利 と 、手 間 の か かる 仕 事を

主に 引 き 継い で い る のが 、 何 かと 槍 玉 に 上る こ と の多 い NHK であ り 、収

入源 が 限 られ て い る ロー カ ル 局で あ る と いう こ と は、 も っ と 知ら れ てい

いだ ろ う 。特 に 、 テ レビ 離 れ が加 速 す る 、今 の 時 代に あ っ て は。  

 

第 2 節  社会派作 品の これか ら  

 

 若者のテレビ離れが止まらない。2020 年の調査から明らかになった

のは、 10 代 ・ 20 代の男女の約半数は、平日に全くテレビを見ていな

いという現状だ (63)。それは、彼らが平日、映像メディアを見ないと

いうことを意味しているのではない。テレビではなく、インターネッ

ト動画を視聴するようになったのだ (64)。テレビがこれから向かい合

うのは、このような人々、長期的には、その子どもたちである。  

 インターネット動画サイトに集まる動画は、無料で視聴できるノン

フィクションであることが多い。 SNS と同じで、生の情報 を簡単に入

手できるし、発信することもできる。今後、テレビ番組を視聴する人

が減って行けば、制作に手間がかかり、視聴者が付くかどうかも不確

か な 狭 義 の 社 会 派 ド ラ マ は 、 ま す ま す 作 ら れ な く な っ て い く だ ろ う。 

 けれども、インターネット動画も SNS も「無敵」ではない。そこで

提示される情報は、一面的で、一つ一つのつながりが見えにくいもの

が少なくない。たとえるなら、完成図の見えにくい細かなパズルのピ

ースが無数にあるようなものだ。  

そんな中、情報の統合体としてのフィクション作品が再注目される

可能性は、十分ある。清張・社会派ド ラマや、狭義の社会派ドラマ・

社会派小説は、フィクションでありながら、細かな事実を拾い集めて

練り上げられた、いわばインターネット動画の真逆を行く存在である。

その意味で、リバイバルを起こす可能性は十分あると言っていい。誰

もが、完成形の見えないパズルのピース集めを好むわけではないのだ。 

社会派作品の歴史は、つづく。  
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おわりに  

 

 以 上 、社 会 派作 品 の特 徴 に つい て、1930 年 代・ 60 年 代 頃 の社 会 派 文学

と 、 1970 年 代 ・ 2020 年 代の 社 会派 ド ラ マか ら 探 求し て き た 。  

その 結 果 明ら か に な った の は 、次 の よ う なこ と で ある 。  

 1930 年 代 ・ 1960 年代 の 社 会派 文 学 か ら明 ら か にな っ た 社 会派 作 品の

特徴 と は、「社 会 の 中で の 弱 者に 焦 点 を 当て た 、リ ア リズ ム の文 学 」で あ

ると い う こと だ 。 作 者に よ る 入念 な 調 査 が、 そ う した 特 徴 を 持つ 作 品づ

くり を 可 能に し て い た。  

 1930 年 代 の 一時 期に 隆 盛 した 「 新 社 会派 文 学 」は 、「高 学歴 サ ラ リー

マン 男 性 の 、経 済 的 理由 に よ る生 き づ ら さ 」を 描 い たも の で ある 。当 時、

高学 歴 サ ラリ ー マ ン は、 昭 和 恐慌 に よ っ て急 激 に 社会 的 地 位 を失 い 、自

分一 人 で は家 族 を 養 えな い ほ どの 薄 給 で 猛烈 に 働 くか 、 職 を 失う か の狭

間で さ ま よっ て い た 、社 会 的 弱者 で あ っ た。  

 新 社 会 派文 学 に は 、そ う し た彼 ら を 主 人公 に 据 えた と い う 目新 し さが

あっ た が 、そ れ 以 外 に目 新 し いこ と は 何 もな い 、 とい う 欠 点 があ っ た。

独自 性 を 確保 で き な いう ち に 好況 を 迎 え 、描 く べ きも の を 失 くし て 、短

期間 の う ちに 衰 退 し てし ま っ た。  

 そ れ か ら 30 年 の 時を 超 え、「 社 会派 」は 復 活 した 。 1960 年 代 (正 確に

は 、1950 年代 末 期 )、松本 清 張 が「社 会 派推 理 小 説 」と 呼 ば れる こ と にな

る、 推 理 小説 を 著 し たの だ 。 トリ ッ ク を 重視 し 、 犯罪 の 動 機 や、 犯 人・

探偵 役 に つい て の デ ィテ ー ル には こ だ わ って こ な かっ た そ れ まで の 推理

小説 の 常 識を 覆 し 、 清張 は 、 犯罪 の 動 機 を最 重 要 視し た 、 犯 人に も 探偵

役に も 、 物語 そ の も のに も リ アリ テ ィ ー のあ る 推 理小 説 を 生 み出 し た。
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「社 会 派 推理 小 説 の 代表 作 」と 呼 ばれ る 作品 は 、《虐 げ ら れ る立 場 に あっ

た人 が 、 殺人 と い う 人を 虐 げ る行 為 に 手 を染 め る こと で 、 身 を滅 ぼ す》

とい う 、 共通 の 展 開 を持 っ て いる 。  

 清 張 が 社会 派 推 理 小説 作 家 とし て 名 を 挙 げ た 時 期は 、 テ レ ビの 急 速な

発展 期 と 重な る 。 清 張が 新 し く切 り 開 い た《 女 性 》と い う 新 たな 読 者層

は、 テ レ ビの 主 た る 視聴 者 像 とも 重 な る 。そ の た め、 清 張 ・ 社会 派 推理

小説 は 、 映像 化 の 道 を容 易 に 突き 進 む こ とが で き た。  

とこ ろ が 、こ の テ レ ビ進 出 が 、社 会 派 作 品の 性 質 を大 き く 変 えて いく

こと と な る。  

 1970 年代 に は 、社 会派 ド ラ マは 多 様 化 の時 代 を 迎え た 。定 番だ っ た恋

愛ド ラ マ やホ ー ム ド ラマ が 、 他と の 差 異 化を 図 る ため 、 い わ ゆる 「 社会

問題 」を 作 品の 中 に 取り 込 む よう に な っ た 。そ し て 、そ の よ うな 作 品 も、

「社 会 派 ドラ マ 」 と 認識 さ れ るよ う に な った の で ある 。 そ れ まで 、 作品

全体 の 特 徴や 内 容 を 表し て い た「社 会 派 」とい う 言 葉は 、次 第に 、「社 会

問題 を 描 き込 ん で い る」 程 度 の意 味 の 、 いわ ば 、 作品 の 部 分 ・要 素 を表

す言 葉 へ と変 化 し て いっ た 。  

 制 作 者 が「 作 家 」 から 「 テ レビ 局 」 へ と変 化 し たこ と で 、 社会 派 作品

の特 徴 は 大き く 変 化 した の だ 。そ れ は 、 そう し た 権利 を 持 た ない に も関

わら ず 、 ドラ マ の 表 現に 干 渉 した 政 府 、 認可 差 し 止め と ス ポ ンサ ー 離れ

を警 戒 し たテ レ ビ 局 、そ し て 「暗 い も の は見 た く ない 」 と い う視 聴 者そ

れぞ れ の 意向 を 反 映 して の こ とだ っ た 。  

 現 代 は、《 広義 の 社会 派 作 品》と《 狭 義の 社 会 派作 品 》と いう 、二 つの

基準 が あ る時 代 で あ ると 考 え られ る 。《 広義 の 社 会派 作 品》とは 、何者 か

によ っ て 《現 実 の 社 会問 題 に 重き を 置 く 傾向 》 が ある と 判 断 され た 作品

のこ と で ある 。 い わ ゆる 「 社 会問 題 」 を 含ん で い れば 、 ど ん な作 品 であ
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れ、「社 会 派 」に な れ る可 能 性 があ る 。一 方、《狭 義 の 社会 派 作品 》と は、

社会 派 文 学の 系 統 を 引き 継 い だ《 社 会 の 中の 弱 者 に焦 点 を 当 てた 、 リア

リズ ム の 作品 》 の こ とで あ る 。視 聴 者 が つく か も わか ら な い 、も し かし

たら ど こ かの 企 業 や 団体 か ら 睨ま れ る か もし れ な い、 制 作 に 手間 の かか

る作 品 の こと で あ る 。  

 実 際 、《 狭 義 の社 会派 作 品 》を作 る テ レビ 局 は 減少 し て い る 。い ま 、そ

の仕 事 を して い る の は、 主 に NHK と 地 方 局だ 。 け れど も 、「 テレ ビ 離 れ」

の煽 り を 受け て 、 そ れら の 局 が《 狭 義 の 社会 派 作 品》 を 作 ら なく な って

しま っ た ら、 も う 後 はな い 。  

けれ ど も、「 細 切 り 情報 を 提 供す る ノ ン フィ ク シ ョン 」で あ るイ ン ター

ネッ ト 動 画の 対 極 の 存在 と し て、 多 く の 情報 を 統 合し て 作 ら れた フ ィク

ショ ン 、 つま り 《 狭 義の 社 会 派作 品 》 が 息を 吹 き 返す 可 能 性 は、 十 分に

ある 。 社 会派 作 品 の 歴史 は 、 続い て い く 。  
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